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日

時

テ

ー

マ

主

催

者

7
月
9
日
{
土
}
叩
:
ω
1
口
:
ω
一
フ
ォ
ー
ラ
ム
l
日
本
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
の
進
路
を
問
う
〈
核
兵
器
廃
絶
運
動
連
帯
V

7
月
9
日
(
土
}
口
:
ω
:
η
:
ω
一
第
二
回
女
性
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女
性
と
税
制
改
革
」
〈
日
本
社
会
党
女
性
局
V

7
月
9
日
(
土
}
M
:
仰

1
口
:
ω
一
留
置
場
で
女
性
が
こ
ん
な
め
に
あ
っ
て
い
た
な
ん
て
!
A
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
V

7
月
9
B
(
土
}
路
:
ω
1
幻
:
ω
一
働
く
女
の
実
践
語
座
l
食
生
活
を
見
直
そ
う
l
A
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン

V

7
月
刊
日
(
目
)
叩
:
ω
1
:
一
お
ん
な
H
A
I
G
O
N
原
発
ゃ
な
ん
か
い
ら
ん
わ
ね
マ
ラ
ソ
ン
ト
ー
ク
・
紙
芝
居
他

7
月
叩
自
{
日
)
臼
:
ω
1
口
:
ω
一
大
討
鎗
会
l
原
発
を
と
め
る
た
め
に
い
ま
何
を
す
る
か
A
原
発
と
め
よ
う
東
京
行
動
V

7
月
日
目
{
氷
}
四
:
初
E

B

-

-

一

ペ

ッ

サ

リ

ー

&

ス

ベ

キ

ュ

ラ

ム

八

女

の

た

め

の

ク

リ

ニ

ッ

ク

準

備

会

V

7
月
日
日
(
水
}
U
:
ω
E
m
-
-
ω
一
7
・
口
市
民
集
会
こ
こ
が
問
題
「
保
穫
」
法
案
l
医
療
、
教
育
、
日
骨
密
法
ほ
か
l

7
月
M
臼
(
木
)
M
U
-
-
m
1
幻
:
ω
一
ぷ
っ
つ
ぶ
せ
拘
禁
二
法
緊
急
集
会
A
国
家
怒
密
法
に
反
対
す
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
V

7
月
日
B
(
土
}
M
:
∞
1
m
:
ω
一
情
報
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
奏
野
八
重
A
情
報
公
開
法
を
求
め
る
市
民
運
動
V

7
月
時
日
(
土
}
臼
:
m
E
m
-
-
ω
一
ア
グ
ネ
ス

X
真
理
子
論
争
花
の
外
野
席
八
男
も
女
も
育
児
時
間
を
!
連
絡
会
V

7
月
時
日
(
土
}
日
:
初
1
m
:
ω
一
夫
婦
別
姓
を
考
え
る
|
姓
は
遣
っ
て
も
夫
婦
は
夫
娘
。
.
〈
名
古
屋
弁
護
士
会
V

7
月
日
日
(
土
}
M
:
m
i
m
-
-
∞
一
西
ド
イ
ツ
脱
原
発
見
聞
記
l
中
村
秀
次
(
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
)

7
月
口
日
(
日
}
U
M
-
-
m
1
M
山
:
∞
一
女
の
か
ら
だ
あ
の
ね
の
ね
ー
そ
の
l
子
宮
筋
雇
、
そ
の
2
よ
い
お
医
者
の
み
つ
け
方

7
月
幻
自
(
木
}
m
-
-
m
1
n
:
∞
一
ア
ジ
ア
か
ら
の
出
稼
ぎ
女
性
と
私
た
ち
l
福
島
瑞
種
八
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
V

7
月
幻
自
(
土
}
口
:
羽
i
m
-
-
m
一
第
二
回
公
開
請
演
会
「
日
本
語
と
女
性
」
寿
岳
章
子

7

月

幻

自

(

土

}

M

:

∞

1

m

:

∞

一

積

極

的

に

生

き

る

更

年

期

八

女

の

た

め

の

ク

リ

ニ

ッ

ク

準

備

会

V

7

月

幻

自

(

土

)

1

M

日

(

日

)

一

一

婦

人

国

際

交

流

の

集

い

A

国

際

交

琉

基

金

・

国

立

婦

人

教

育

会

館
V

7
月
初
日
{
土
}
ロ
:
ω
1
η
:
ω
一
第
九
八
回
ニ
コ
ニ
コ
厳
瞬
間
講
座
円
よ
り
子
八
ハ
ン
ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
の
会
V

8
月
幻
自
(
火
)
印
:
∞
i
m
-
-
m
一
一
婦
人
問
題
サ
マ
1
セ
ミ
ナ
ー
経
済
発
展
と
女
性
を
め
ぐ
る
閑
題
八
市
川
房
校
記
念
会
V

B
月
お
日
(
木
}
白
:
ω
:
日
:
∞
一
お
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト
+
映
画
l
あ
さ
と
り
す
み
え
・
落
合
恵
子

8
月
お
日
(
金
}
i
m
臼
(
日
)
一
女
性
学
講
座
「
性
・
性
差
・
性
役
割
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分
科
会
ほ
か

9
月
2
日
(
金
}
初
:
ω
t
幻
:
ω
一
女
と
男
の
政
治
ト
!
ク
三
井
マ
リ
子
路
大
森
弥
2
5
0
0
円

9
月
4
B
A
日
}
M
・
・
ω
1
m
:
ω
一
女
の
か
ら
だ
、
あ
の
ね
の
ね
A
秦
野
市
立
大
観
公
民
鉛
市
民
の
学
校
実
行
委
員
会
V

9
月
6
日
{
火
}
1
7
日
(
水
)
一
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
涯
学
習
l
佐
露
洋
子
他
八
日
本
女
子
社
会
教
育
会
V

9
月
四
日
{
月
}
刊
日
:
ω
1
:
一
グ
口
容
ア
・
ス
タ
イ
ナ
ム
講
演
会
l
社
会
・
仕
事
・
家
該
A
米
大
使
館
・
朝
日
新
聞
V

9
月
初
日
(
金
}
叩
:
ω
1
ロ
:
ω
一
女
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
l
四
国
高
峰
市
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会

9
月
初
日
(
金
}
1
m
月
2
日
(
日
}
一
ド
ヰ
品
メ
ン
タ
り
I
ハ
l
ゲ
ェ
イ
・
ミ
ル
ク
上
映
会
A
パ
ン
ド
ラ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

v

m
月
5
日
(
水
)
1
7
日
(
金
}
婦
人
教
育
情
報
国
際
セ
ミ
ナ
ー
揚
人
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て

m
R
8
日
(
土
}
1
9
日
(
日
}
ミ
ニ
コ
ミ
発
行
者
・
読
者
・
市
民
の
ミ
ニ
コ
ミ
ト
i
ク
イ
ン
〈
住
民
図
書
鉛
V

会

・

場

連

絡

先

中
央
労
政
会
館
(
飯
田
橋
駅
償
)

主
婦
会
館
l
F
ホ
ー
ル
(
四
谷
駅
}

中
野
区
婦
人
会
館

名
古
屋
市
婦
人
会
館

来
次
公
園
(
訟
江
市
役
所
前
)

総
評
会
館
(
お
茶
の
水
}

ウ
ー
マ
ン
ズ
・
へ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー
{
大
阪
}

千

代

田

公

会

堂

0

3

1

2

5

4

1

4

4

2

8

千
駄
ヶ
谷
区
民
会
館
0
3
1
4
0
2
1
7
8
5
4

自
治
労
会
館
6
F
0
3
1
2
5
4
1
4
4
2
8

港
区
勤
労
福
秘
会
館
0
3
1
3
8
5
1
2
2
9
3

弁
護
士
会
館
0
5
2
1
2
0
3
1
1
6
5
1

中
野
区
立
婦
人
会
館
0
3
1
9
5
1
1
7
0
9
5

神
奈
川
県
秦
野
市
大
根
公
民
館

千
駄
ヶ
谷
区
民
会
館
0
3
1
4
6
3
1
9
7
5
2

国
立
録
人
教
育
会
館

ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ヘ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー

婦
人
数
育
会
舘
8
4
9
3
1
6
2
1
6
7
1
1

日
本
社
会
事
業
大
学
0
3
1
4
0
2
1
7
3
5
4

婦
選
会
館
会
議
室
0
3
1
3
7
0
1
0
2
3
8

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
{
青
山
)
4
0
6
1
6
4
9
2

毘
立
録
人
教
育
会
館

じ
よ
あ
ん
(
渋
谷
}
0
3
1
4
6
4
I
7
1
6
3

秦

野

市

立

大

銀

公

民

館

7

7

1

7

4

2

1

臼
本
女
子
会
館
0
3
1
4
3
4
1
7
5
7
5

朝
日
ホ
ー
ル
(
有
楽
町
)

東
海
B
O
C
ス
ペ
ー
ス
・
ウ
ィ
ン

ス
タ
グ
オ
2
0
0
(
池
袋
)
9
8
1
1
0
1
1
1

国
立
婦
人
教
育
会
舘

青
少
年
セ
ン
タ
ー
{
渋
谷
}
4
6
7
1
7
2
0
1

2 



A ち〆't)守

三多γ 折。fJOP
か曹
、少てか

nぜか

れやぴ 、

G 
女
性
解
放
や
反
公
害
運
動
な
ど
市
民
運
動
の
台
頭
と
と
も
に
、
次
次

と
生
ま
れ
て
き
た
ミ
ニ
コ
ミ
。
自
分
の
言
葉
で
語
り
、
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
、
必
要
な
情
報
を
自
分
た
ち
の
手
で
伝
え
合
い
力
に
し
合
っ
て

い
く
こ
と
、
の
確
か
さ
と
楽
し
さ
は
、
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
を
自
由
に
し

て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
重
い
冬
服
を
一
枚
一
枚
脱
ぎ
捨
て
る
よ
う
に
、

私
た
ち
は
長
い
間
女
を
縛
っ
て
き
た
女
ら
し
さ
を
脱
ぎ
捨
て
て
身
軽
に

な
っ
て
き
た
。
今
は
す
で
に
廃
刊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
『
ミ
ズ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
』
や
『
女
エ
ロ
ス
』
な
ど
を
は
じ
め
数
々
の
ミ
ニ
コ
ミ
た
ち
ゃ

女
の
本
の
存
在
が
な
か
っ
た
ら
、
女
た
ち
を
解
き
放
つ
運
動
も
今
日
の

広
が
り
と
深
ま
り
を
持
て
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
ミ
ニ
コ
ミ
は
ミ
ニ
コ
ミ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
部
の
人
た

ち
に
し
か
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

不
十
分
な
が
ら
、
各
地
で
今
、
ど
ん
な
ミ
ニ
コ
ミ
が
発
行
さ
れ
て
い
る

の
か
、
思
い
を
こ
め
て
ミ
ニ
コ
ミ
を
作
っ
て
い
る
女
た
ち
、
手
渡
し
て

い
る
人
た
ち
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
共
に
時
代
を
生
き
、
時
代
に

異
議
申
立
て
を
し
て
き
た
と
こ
一
コ
ミ
た
ち
の
現
在
を
お
伝
え
で
き
た
ら
、

そ
し
て
新
た
な
ミ
ニ
コ
ミ
た
ち
と
の
出
会
い
を
得
ら
れ
た
ら
と
願
っ
て

い

る

。

(

細

谷

洋

子

)

お
願
い
:
:
・

•••• 

…
日
月
号
の
パ

l
ト
E
に
、
全
国
ミ
ニ
コ
ミ
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。
一

…
お
手
持
ち
の
ミ
ニ
コ
ミ
を
、
ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3 



何
し
ろ
商
業
ル

i
ト
に
は
乗
ら
な
い
ミ
ニ
コ
ミ
の
こ
と
。

ど
こ
で
手
に
入
れ
る
の
か
、
口
コ
ミ
だ
け
が
頼
り
。
そ
ん

な
ミ
ニ
コ
ミ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
支
え
る
心
意
気
で

集
め
、
手
渡
す
人
び
と
が
あ
り
、
そ
の
場
が
人
び
と
の
交

流
の
場
と
も
な
っ
た
。
長
い
歳
月
を
重
ね
て
き
た
ス
ペ
ー

ス
、
新
た
に
女
た
ち
の
活
動
の
成
果
と
し
て
現
わ
れ
た
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
い
。

F3①
 

，町
、回，

す川内す
2ナ

~ 
4 

一ダの
t
p
のゑ
l
久

一
。
束
手
P
0
0
令尺
l
久・

7yv

〈
東
海
B
O
C
〉
の
事
務
所
を
兼
ね
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
、
総
ガ

ラ
ス
の
ド
ア
を
押
す
と
、
ピ
ン
ク
電
話
の
横
に
、
催
し
も
の
の
チ
ラ
シ

た
ち
が
、
気
ま
ま
に
陣
取
っ
て
い
る
。

「
パ
1
ト
訴
訟
公
判
の
お
知
ら
せ
」
「
反
原
発
平
和
集
会
」
「
日
本

舞
踊
の
発
表
会
」
「
絞
り
の
売
り
出
し
」
「
世
界
人
形
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
。い
ず
れ
も
、
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
る
人
た
ち
が
持

ち
込
ん
で
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
雑
談
し
、
置
い
て
い
っ
た
も
の
。

中
央
に
は
テ
ー
ブ
ル
が
続
け
て
三
つ
、
椅
子
は
小
さ
い
な
が
ら
も
二

十
人
分
。
奥
に
は
、
事
務
用
デ
ス
ク
に
狭
い
台
所
、
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と

お
し
ゃ
れ
な
鏡
付
き
の
ト
イ
レ
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
+
失
ム
冨
話
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

教
室
、
〈
東
海
B
O
C
〉
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
な
ど
が
定
期
的
に
聞

か
れ
て
い
る
。

と
き
に
は
、
陶
芸
、
木
工
、
手
芸
品
の
作
品
展
に
早
替
わ
り
も
す
る
。



毎
週
火
曜
日
の
午
後
は
、
会
員
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
で
、
誰
か
れ

が
訪
れ
出
会
え
て
予
期
せ
ぬ
話
題
に
花
が
咲
く
。

七
月
八
月
は
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
自
宅
勤
務
を
原
則
に
し
て
い
る
の

が
恒
例
で
、
ス
ペ
ー
ス
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ご
来
訪
の
折

に
は
事
前
に
お
電
話
を
ど
う
ぞ
。
電
話
は
誰
か
の
家
へ
つ
な
が
る
よ
う

仕
組
ん
で
あ
る
。

入
口
左
側
の
書
棚
に
は
『
あ
ご
ら
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

女
の
本
が
ず
ら
り
。
東
京
の
B
O
C出
版
部
か
ら
出
た
門
玲
子
さ
ん
の

『
江
馬
細
香
』
、
山
下
智
恵
子
さ
ん
の
『
幻
の
塔
』
、
そ
れ
に
〈
東
海

B
O
C〉
が
自
ら
手
が
け
て
出
版
し
た
、
長
沼
て
る
子
さ
ん
の
『
市
井

か
ら
の
発
言
』
、
森
川
久
美
子
さ
ん
の
『
生
き
生
き
シ
ン
プ
ル
家
庭
料

理
』
、
奥
村
和
子
さ
ん
の
『
も
う
一
つ
の
暮
し
』
、
岩
崎
義
信
さ
ん
の

『
石
笥
』
。

地
元
の
著
者
た
ち
に
と
っ
て
は
読
者
と
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

る。

「
松
阪
屋
の
本
底
近
く
っ
て
書
い
で
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
捜

し
回
っ
た
の
よ
。
こ
こ
っ
て
、
あ
ん
が
い
人
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
ネ
。
も
っ
と
宣
伝
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
二
軒
ほ
ど
手
前
に
、

組
事
務
所
が
あ
る
で
し
ょ
。
そ
こ
の
お
に
い
さ
ん
が
親
切
に
、

教
え
て
く
れ
た
の
よ
。
私
は
三
重
県
の
四
日
市
か
ら
出
て
来
た

の」「
私
は
岐
阜
の
美
濃
市
か
ら
朝
早
く
」
と
先
客
。

「
と
こ
ろ
で
、
『
女
却
才
の
出
発
』
を
書
か
れ
た
、
高
橋
ま
す

み
さ
ん
て
、
ど
の
人
?
」

「
そ
こ
に
椅
子
を
並
べ
て
昼
寝
し
て
い
る
人
よ
」

「
本
当
に
こ
の
人
?
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
ネ
」

人
と
本
と
手
作
り
作
品
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
る
。

(
名
古
屋
高
橋
ま
す
み
)

名古屋市中区栄3-28-2

~052=251-9064 
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~ 。全
国
的
に
名
を
知
ら
れ
た
ミ
ニ
コ
ミ
喫
茶
〈
ひ
ら
ひ
ら
〉
。
名
前
だ

け
は
聞
き
及
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
な
い
。
今

回
は
連
れ
を
確
保
し
て
や
っ
と
行
き
着
い
た
。
相
場
所
は
北
海
道
大
学
の

す
ぐ
そ
ば
。
コ
ミ
ッ
ク
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
老
舗
の
古
本
屋
、
古
レ
コ
ー

ド
屋
、
定
食
屋
な
ど
、
真
新
し
い
ピ
ル
の
少
な
い
一
画
。
大
き
な
看
板

の
出
て
い
る
喫
茶
庖
の
そ
の
ま
た
奥
の
狭
い
入
口
。
入
っ
た
と
た
ん
、

首
を
回
さ
な
く

τも
す
べ
て
見
渡
せ
る
小
じ
ん
ま
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
に

ミ
ニ
コ
ミ
を
ぎ
っ
し
り
積
め
込
ん
だ
本
棚
。
壁
は
さ
ま
ざ
ま
な
(
と
い

っ
て
も
反
原
発
関
係
が
多
か
っ
た
)
ポ
ス
タ
ー
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
壁
新

聞。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
パ
ン
フ
、
新
聞
、
ミ
ニ
コ
ミ
を
積
み
上
げ
た
カ
ウ

ン
タ
ー
の
奥
が
厨
房
。
そ
こ
か
ら
男
性
が
一
人
、
エ
プ
ロ
ン
が
け
で
現

わ
れ
た
。
こ
れ
が
、
自
称
三
十
七
歳
の
春
を
元
気
に
突
っ
走
っ
て
い
る
専
従
の

〈
し
ゅ
ん
チ
ャ
ン
〉
こ
と
大
鴫
氏
。

一
九
七
四
年
、
リ
ブ
の
女
た
ち
九
名
が
、
駆
け
込
み
寺
的
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
と
開
設
。
主
に
リ
プ
関
係
の
ミ
ニ
コ
ミ
セ
ン
タ
ー
と
小
集
会

も
で
き
る
喫
茶
で
や
っ
て
き
た
が
、
四
年
間
く
ら
い
で
経
済
的
に
ゆ
き

づ
ま
っ
た
。

一
九
七
八
年
、
一
度
は
、
あ
き
ら
め
よ
う
と
相
談
の
た
め
集
ま
っ
た

が
、
そ
れ
ま
で
貧
し
さ
を
越
え
、
力
を
出
し
合
っ
て
き
た
女
た
ち
の
こ

と
、
や
っ
ぱ
り
閉
じ
る
の
は
い
や
。
こ
ん
な
ピ
ラ
を
書
い
て
維
持
会
員

制
度
を
施
行
し
た
。
以
下
ピ
ラ
よ
り
。

「
多
く
の
あ
り
あ
ま
る
情
報
が
巨
大
な
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
飛
び
交

う
中
で
、
私
達
は
本
当
の
情
報
を
、
直
接
的
な
人
の
声
を
、
怒
り
の

こ
と
ば
を
、
抵
抗
の
心
を
、
人
と
の
出
会
い
を
、
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
ら
ひ
ら
は
そ
ん
な
私
達
の
表
現
の
場
で
あ
り
、

私
達
の
声
を
つ
ぶ
そ
う
と
必
死
に
な
っ
て
い
る
権
力
に
立
ち
向
っ
て

い
く
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
場
な
の
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
を
求
め
て
い
る
人
達
の
小
さ
な
力
を
出
し
合
っ
て
、
ひ
ら

ひ
ら
の
維
持
、
経
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
達

の
参
加
を
求
め
ま
す
。
一
口
一
ヶ
月
千
円
で
、
ひ
ら
ひ
ら
ニ
ュ
ー
ス

と
コ
ー
ヒ
ー
券
一
枚
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
」

こ
の
時
か
ら
『
ひ
ら
ひ
ら
ニ
ュ
ー
ス
』
が
、
二
、
三
か
月
に
一
度
の

割
で
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
専
従
一
名
と
運
営
、
グ
ル
ー
プ
数
名
、

そ
の
時
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
リ
プ
を
越
え
て
、
広
く
あ
ら
ゆ
る
市
民

運
動
、
解
放
運
動
に
関
わ
る
人
の
接
点
の
場
と
な
っ
て
、
十
年
間
。
い

つ
つ
ぶ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
内
外
に
さ
さ
や
か
れ
な
が
ら
、
と
に
も

か
く
に
も
、
今
日
ま
で
持
ち
こ
た
え
て
い
る
の
だ
。

経
営
の
相
談
で
暗
く
な
っ
た
と
き
、
声
あ
り
。
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「
今
ま
で
六
年
間
、
し
ゅ
ん
チ
ャ
ン
を
私
た
ち
で
養
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ

な
い
、
何
と
か
な
る
わ
ょ
う
」
恐
し
い
ほ
ど
の
こ
の
楽
天
主
義
。
こ

れ
こ
そ
、
〈
ひ
ら
ひ
ら
〉
の
底
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
十
年
、
こ
の
場
で
展
開
さ
れ
た
運
動
は
、
〈
伊
達
火
力
発
電
所

問
題
〉
〈
反
安
保
共
同
行
動
〉
〈
反
原
発
運
動
〉
〈
セ
ッ
ケ
ン
運
動
〉

〈
優
性
保
護
法
改
悪
阻
止
〉
〈
日
韓
連
帯
行
動
〉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。

大
嶋
氏
は
、
「
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
き
は
、
〈
ひ
ら
ひ
ら
〉

も
元
気
。
し
か
し
そ
の
波
を
か
ぶ
っ
て
し
か
存
在
感
が
な
い
、
と
も
言

え
る
。
専
従
の
関
わ
っ
て
い
る
運
動
が
、
ど
う
し
て
も
主
に
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
の
接
点
と
し
て
の
〈
ひ
ら
ひ
ら
〉
が
見
え
に
く
く
な

る
」
の
が
悩
み
と
言
う
。

現
在
は
〈
住
民
会
議
〉
〈
反
原
発
ホ
ッ
ケ
の
会
〉
〈
優
保
め
ざ
し
の

会
〉
の
連
絡
先
と
な
っ
て
い
る
し
、
反
原
発
運
動
の
拠
点
、
政
治
犯
、

指
紋
押
捺
問
題
な
ど
が
メ
イ
ン
の
活
動
。
こ
こ
で
映
画
上
映
会
を
す
る

こ
と
も
あ
る
し
、
昨
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
灯
ネ
グ
ロ
ス
の
講
座
を
開
講
し

た
。
も
ち
ろ
ん
全
国
の
ミ
ニ
コ
ミ
(
点
数
は
不
明
)
、
セ
ッ
ケ
ン
等
の

販
売
、
貸
本
、
レ
ン
タ
ル
ル
l
ム
、
喫
茶
も
や
っ
て
い
る
。
い
ま
一
番

売
れ
筋
の
ミ
ニ
コ
ミ
は
『
食
卓
に
上
が
っ
た
死
の
灰
』
だ
そ
う
だ
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ぶ
つ
か
る
赤
字
財
政
は
解
決
さ
れ
て
い
ず
、

『
ひ
ら
ひ
ら
ニ
ュ
ー
ス
』
最
新
号
に
は
、
維
持
会
費
値
上
げ
や
ら
、
ボ

ー
ナ
ス
カ
ン
パ
の
お
願
い
や
ら
が
大
き
く
載
っ
て
い
る
。
養
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
(
?
)
し
ゅ
ん
チ
ャ
ン
に
経
営
難
は
最
も
重
く
の
し
か
か
る
。

し
か
し
十
年
目
に
も
た
れ
た
相
談
会
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
「
ひ
ら

ひ
ら
は
互
い
に
共
有
す
る
ど
の
よ
う
な
思
想
を
獲
得
し
て
き
た
の
か
、

私
達
は
ど
の
よ
う
な
未
来
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
問
い
か
け
と
、
ひ
ら
ひ
ら
と
は
ど
う
い
う
場
か
、
ま
た
、
場
に

こ
だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
十
年
余
り
の
運
動
の
蓄
積
と
そ
こ
か
ら
得

た
視
点
を
、
よ
り
人
々
に
問
う
て
い
く
こ
と
を
含
め
て
支
え
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
い
う
精
神
で
、
今
日
も
大
嶋
氏
は
じ
め
会
員
た
ち
は
、
札

幌
の
ミ
ニ
コ
ミ
ス
ペ
ー
ス
を
守
り
続
け
て
い
る
。
(
札
眠
今
村
雅
子
)

18条ピル札幌市北区北18条西5丁目

。011=746-2801
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多
・
務
ぽ
川

?お

。

。

煙
公
害
の
な
い
底
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
本
を
読
み
た

い
・
・
・
と
思
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
?

〈
猫
の
事
務
所
〉
は
、
九
州
大
学
工
学
部
の
正
門
近
く
に
、
昨
年
十

一
月
二
日
オ
ー
プ
ン
し
た
貸
本
屋
+
本
屋
す
え
つ
ら
ん
喫
茶
+
古
本
屋

で
す
。
約
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
庖
内
は
禁
煙
で
、
四
人
掻
け
の
テ
ー

ブ
ル
が
三
脚
あ
り
、
周
囲
に
は
、
本
と
ミ
ニ
コ
ミ
が
約
三
千
冊
な
ら
ん

だ
本
棚
、
そ
れ
に
禁
煙
グ
ッ
ズ
が
少
し
:
・
と
い
う
こ
じ
ん
ま
り
し
た
お

屈
で
す
。
〈
猫
の
事
務
所
〉
の
経
営
者
は
中
野
光
子
さ
ん
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
貸
本
屋
の
オ
パ
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
中
野
さ
ん
は
、

福
岡
市
の
嫌
煙
‘
グ
ル
ー
プ
〈
タ
バ
コ
い
や
じ
ゃ
の
会
〉
の
代
表
で
も
あ

り
ま
す
。
お
庖
を
始
め
た
の
は
、
「
今
ま
で
集
め
た
本
・
ミ
ニ
コ
ミ
を

一
人
占
め
し
な
い
で
整
理
し
、
他
の
人
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

っ
た
か
ら
」
。

〈
猫
の
事
務
所
〉
と
い
う
名
前
は
、
宮
津
賢
治
の
童
話
集
「
猫
の
事

務
所
」
を
そ
の
ま
ま
拝
借
し
た
も
の
。
宮
津
賢
治
が
好
き
で
、
猫
も
好

き
、
と
い
う
中
野
さ
ん
で
す
。

現
在
置
い
て
あ
る
ミ
ニ
コ
ミ
は
、
女
性
・
原
発
・
タ
バ
コ
関
係
な
ど

な
ど
五
十
種
ぐ
ら
い
。

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
ね
。(
〈
あ
ご
ら
九
州
〉
平
岡
・
石
本
・
高
山
記
)
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河
野
信
子
さ
ん
と
四
時
間
に
及
ぶ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
『
無
名

通
信
』
か
ら
話
題
が
限
り
な
く
ひ
ろ
が
る
中
で
、
河
野
さ
ん
の
思
惟
の

τ、千二'l<'S、τコ、コ~守、弘、7、'l<'S庁、広‘tコ<'!<でよs<‘~弓持品

『無
名
通
信
」

.-{;: 河
野
信
子
さ
ん

r
h
/
 

柔
軟
さ
、
自
在
さ
に

私
た
ち
は
酔
い
し
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
無
名
通
信
』
は
、

す
で
に
六
年
前
の
六
月
に
廃
刊
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
一
九
六
七
年

か
ら
十
五
年
に
及
ぶ
こ
の
個
人
誌
の
内
容
の
重
み
に
畏
れ
お
お
い
と
し

か
言
い
よ
う
の
な
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
創
刊
号
の
扉
を
飾
る
「
無

名
の
こ
と
ば
|
創
刊
に
あ
た
っ
て
」
は
並
々
な
ら
ぬ
気
迫
を
感
じ
ま

す
。

(
次
頁
に
掲
載
)

こ
の
個
人
誌
を
土
壌
と
し
て
秀
れ
た
労
作
が
世
に
送
ら
れ
、
こ
れ
を

濫
腸
と
し
て
女
の
思
い
は
醗
酵
の
機
会
を
重
ね
て
き
た
こ
と
に
ひ
と
つ

9 



の
ゆ
る
ぎ
な
い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

『
無
名
通
信
』
を
世
に
送
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
は

一
九
五
九
年
に
中
間
市
で
森
崎
和
江
さ
ん
を
中
心
に
中
村
き
い
子
さ

ん
、
石
牟
礼
道
子
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
作
り
、
約
一
年
半
続
き
、
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
テ
l
マ
で
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

休
刊
。
一
九
六
七
年
三
月
、
個
人
誌
と
し
て
発
刊
、
十
五
年
つ
づ
き
ま

し
た
。反響
は

朝
日
新
聞
が
と
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
反
響
も

あ
り
ま
し
た
。
創
刊
号
は
五
百
部
、
十
三
号
は
一
ザ
T
部
に
な
り
ま
し
た
。

原
稿
は
ど
ん
な
ふ
う
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
か
・

原
稿
は
多
す
ぎ
ま
し
た
が
、
最
初
、
外
か
ら
の
原
稿
が
集
ま
る
よ
う

に
な
る
ま
で
森
崎
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、
年
に
四
回
、

後
に
三
回
刊
行
と
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
廃
刊
に

一
貫
し
た
作
業
を
自
分
の
手
で
、
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
忙
し

す
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
経
費
の
面
で
も
印
刷
代
や
送
料
も
か
さ
み
、
部

数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
表
書
き
な
ど
の
雑
用
も
ふ
え
、
た
い
へ
ん
な
面

が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
再
刊
を
望
む
声
は

つ
く
り
た
い
と
も
思
い
ま
す
が
、
多
分
つ
く
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
書

き
お
ろ
し
の
仕
事
に
、
い
ま
は
時
間
を
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
の
要
点
を
次
に
か
か
げ

終
わ
り
に
、
「
無
名
通
信
』
の
意
味
に
つ
い
て

「
無
名
」
は
「
荘
子
」
の
中
に
あ
り
「
定
義
を
は
ら
う
」
「
規
定
を

と
り
概
う
」
と
い
う
意
味
で
、
神
、
自
然
の
み
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
、

こ
の
こ
と
は
後
か
ら
考
え
て
た
い
へ
ん
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
母
・
妻
を
は
ら
い
た
い
、
慈
母
観
念
を
自
分

で
と
り
は
ら
い
自
在
さ
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
ま

で
自
在
を
取
り
戻
し
た
か
問
題
で
す
。

『
無
名
通
信
』
は
何
と
な
く
始
ま
り
、
そ
し
て
何
と
な
く
終
わ
っ
た
、

と

で

も

申

し

ま

し

ょ

う

か

。

(

福

岡

福

田

光

子

)
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女
た
ち
は
永
い
問
、
外
部
か
ら
女
た
ち
に
あ
た
え
ら
れ
る
規
定
に
耐
え
て
き
ま
し
た
。
女
性
全
体
に
通
ず
る
生
活
規
則
が
こ
の
世
に
生
れ

で
る
と
す
ぐ
か
ら
動
か
し
が
た
い
も
の
と
し
て
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
疑
は
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
女
に
容
赦
な
く
迫

っ
て
く
る
画
一
主
義
を
、
女
た
ち
自
身
が
こ
の
画
一
主
義
の
な
か
に
住
む
こ
と
で
安
心
し
、
画
一
主
義
を
利
用
す
る
こ
と
で
部
分
的
な
解
放

感
を
得
よ
う
と
さ
え
し
て
い
ま
す
。

こ
の
画
一
主
義
を
何
よ
り
も
女
た
ち
の
内
部
か
ら
と
り
は
ら
う
こ
と
。
「
母
、
妻
、
献
身
的
女
性
、
永
遠
の
女
性
な
ど
の
言
葉
の
渦
に
自

己
限
定
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
こ
と
」
こ
れ
が
一
九
五
九
年
、
数
人
の
女
た
ち
が
集
っ
て
無
名
通
信
を
ガ
リ
版
刷
り
で
出
し
は
じ
め
た
出
発

点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
外
的
規
定
に
よ
る
自
己
限
定
の
拒
絶
H
無
b
E
は
、
〈
無
名
V
を
心
情
の
く
さ
び
と
し
て
打
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
た
ち
の
交
流

を
本
質
的
な
も
の
と
し
て
持
ち
合
お
う
と
す
る
青
山
識
で
も
あ
り
ま
し
た
。
集
会
を
重
ね
、
毎
月
毎
月
「
無
名
通
信
」
が
発
行
さ
れ
つ
づ
け
て

い
き
ま
し
た
が
、
本
質
的
な
交
流
を
回
復
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
心
情
の
奥
深
く
「
無
名
」
と
い
う
単
語
を
抱
い
た
ま
ま
、
砂
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
に
解
体
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
解
体
の
数
年
を
わ
た
し
は
、
か
す
か
に
点
滅
す
る
「
女
の
集
団
性
」
を
見
失
う
ま
い
と
し

て
生
命
を
保
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
自
己
の
死
に
先
行
さ
れ
て
、
な
お
も
ぶ
ざ
ま
な
生
き
恥
を
さ
ら
し
て
い
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑
い
な
が
ら
。
あ
る
時
は
、
被
支
配
の
安
楽
さ
に
の
う
の
う
と
手
足
を
の
ば
し
、
中
学
生
や
高
校
生
に
数
学
を
教
え

る
こ
と
で
、
量
的
世
界
と
子
供
た
ち
の
出
会
い
や
、
概
念
や
論
理
の
操
作
に
あ
え
い
で
い
る
子
供
た
ち
に
、
特
殊
な
世
界
の
言
語
が
与
え
る

衝
撃
の
つ
よ
さ
に
む
き
に
な
っ
て
っ
き
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
常
的
な
空
白
を
振
り
あ
わ
せ
た
よ
う
な
期
聞
を
通
じ
て
、
心
情
の
奥
深

く
ひ
そ
ま
せ
た
「
無
名
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
、
再
構
成
す
る
こ
こ
ろ
み
を
い
ま
開
始
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
私
の
仕
事
は
、
女
た
ち
の
存
在
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
、
あ
ら
ゆ
る
体
験
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
織
り
上
げ
た
女
た
ち
の
歴
史
を

通
じ
て
、
女
た
ち
が
未
来
を
何
に
よ
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
女
た
ち
は
、
歴
史
の
重
み
を
お
の

れ
の
ど
の
よ
う
な
論
理
と
交
換
し
う
る
等
量
性
に
行
き
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
科
学
の
結
論
と
、
個
体
条
件
の
落
差
を
意
識
し
、
個
体

条
件
を
実
験
的
な
試
み
の
な
か
に
提
出
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
は
女
た
ち
の
も
の
な
の
か
。
そ
れ
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
の
結
果
得
た

予
見
は
絶
望
の
深
み
に
女
た
ち
を
追
い
込
む
だ
け
の
も
の
な
の
か
。
私
が
重
ね
て
い
く
分
析
に
よ
っ
て
得
た
論
理
が
、
状
況
の
深
み
に
達
す

る
言
葉
を
得
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
仕
事
を
は
じ
め
る
い
ま
で
も
、
苦
痛
を
と
も
な
う
疑
惑
を
し
こ
り
の
よ

う
に
残
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
仕
事
を
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
女
た
ち
の
な
か
に
共
有
し
う
る
殿
堂
が
何
で
あ
る
か
を
知
り
た
い
も
の
だ
と
は
、

思
っ
て
い
ま
す
。
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ミ
ニ
コ
ミ
紙
『
ら
ん
ぱ
l
だ
』
は
、

ロ
シ
ア
語
で

「と
も
し
び
」
の

意
味
。
豊
橋
を
J

R
飯
田
線
で
北
上
す
る
こ
と
四
十
分
、
愛
知
県
の
奥

三
河
の
山
閣
の
町
、
新
城
市
で
毎
月
一
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

発
行
責
任
者
の
今
泉
幸
子
さ
ん
は
、
主
婦
で
、
学
習
塾
の
主
宰
者
で
、

そ
し
て
、
三
河
地
方
を
中
心
に
地
味
で
着
実
な
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
続
け
る
活
動
家
で
も
あ
る
。

こ
の
春
の
上
京
の
折
に
は
、
新
宿
の

〈あ
ご
ら
〉
事
務
局
を
訪
れ
ら

れ
て
、
会
員
手
続
き
を
と
ら
れ
た
と
聞
く。

『
ら
ん
ぱ
ー
だ
」
の
発
行
も
、
こ
の
八
月
で
二
十
号
を
数
え
、
創
刊

か
ら
一
年
半
を
経
過
し
た
。
B
5判
四
頁
だ
て
、
タ
イ
プ
印
刷
の
小
さ

な
新
聞
で
、
発
行
部
数
は
三
百
な
が
ら
、
三
河
の
各
地
の
農
山
村
に
は
、

こ
の
『
ら
ん
ぱ
l
だ
」
を
毎
月
待
ち
望
ん
で
い
る
女
性
た
ち
が
、
点
在

し
て
い
る
。 『ら

ん
ぱ
ー
だ
』

今
泉
幸
子
さ
ん

重
度
身
体
障
害
者
へ
の
仕
事
供
給
の
配
膚
で
、
タ
イ
プ
を
打
つ
の
は
、

車
椅
子
の
女
性
、
印
刷
は
、
半
身
不
随
の
青
年
が
担
当
し
て
い
る
。

「シ

ル
バ
ー
レ
デ
ィ
時
代
、
い
ま
女
友
だ
ち
と
話
す
こ
と
」
「
あ
た

り
?
は
ず
れ
?
担
任
の
先
生
」
と
か
「
農
林
業
を
考
え
る
、
能
静
と
時

訓
一
口
の
共
存
」
な
ど
、
毎
号
、
特
集
記
事
は
農
山
村
で
暮
ら
す
生
活
者
の

視
点
で
編
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
女
性
問
題
の
本
の
紹
介
欄
、
健
康
問
題
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
、
投
稿
、
企
画
行
事
の
伝
達
な
ど
盛
り
沢
山
。

「発
行
の
動
機
は
、
外
で
働
く
女
性
が
多
く
な
り
、
昼
間
に
集
ま
る

機
会
も
少
な
く
、
何
か
事
業
を
し
た
く
て
も
、
情
報
を
公
平
に
伝
え
に

く
く
な
っ
て
。

『
ら
ん
ぱ
l
だ
』
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
は
知

ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
か
、
は
ば
に
さ
れ
た
な
ん
て
言
い
だ
す
人

も
い
な
く
な
る
し
。
企
画
行
事
も
動
員
型
で
は
な
く
、
参
加
型
に
し
た

か
っ
た
の
。
無
料
で
は
な
く
、
気
に
入
っ
た
も
の
に
は
、
参
加
費
を
払

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
の
。
行
政
の
無
料
の
も
の
で
も
、
税
金

が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
た
ほ
・
つ
が
い
い
と
思
い
ま

す
。〈
あ
ご
ら
〉
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
ミ
ニ
コ
ミ
を
作
っ
て
い
る
人

た
ち
の
集
い
を
し
た
い
で
す
ネ
。
そ
れ
ぞ
れ
三
十
部
ず
つ
持
ち
よ

っ
て

交
換
会
も
か
ね
て
。」

幸
子
さ
ん
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
・

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
オ
カ
ッ
パ

。
素

朴
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
次
々
と
女
た
ち
を
結
ぶ
ア
イ
デ
ィ
ア
が
口
を

つ
い
て
出
る
。

(
名
古
屋
高
橋
ま
す
み
)
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「
お
ひ
さ
ま
や
野
菜
通
信
』

堀
野
公
子

ん
さ

〈
お
ひ
さ
ま
や
〉
は
八
年
前
、
三
人
の
女
た
ち
が
始
め
た
自
然
食
レ

ス
ト
ラ
ン
。
自
然
食
品
や
石
け
ん
な
ど
も
販
売
。
し
ば
ら
く
し
て
債
市
農

薬
野
菜
の
宅
配
も
始
め
ま
し
た。

毎
週
、
野
菜
と
い
っ
し
ょ
に
届
く
「
お
ひ
さ
ま
や
野
菜
通
信
』
は
、

そ
も
そ
も
"
納
品
伝
票
u

と
し
て
始
ま

っ
た
も
の
で
す
。
B
4サ
イ
ズ

の
一
枚
も
の
。
時
に
土
ゃ
、
青
菜
の
切
れ
端
が
つ
い
た
通
信
は
、
み
ず

み
ず
し
い
旬
の
畑
情
報
で
す
。

通
信
を
受
け
も
っ
て
い
る
堀
野
公
子
さ
ん
の
誌
面
、
‘
つ
く
り
タ
イ
ム
は
、

遅
番
の
木
曜
日
の
午
前
中
。

と
て
も
い
い
気
分
で
書
い
て
い
る
み
た
い
。
書
く
こ
と
を

し
ぼ
り
こ
む
の
が
大
変
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
と
田
ん
ぼ
や
畑
に
行
っ
て
作
業
を
し
て
く
る
と
、
す
ぐ

書
き
た
く
な
り
ま
す
ね
。

モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
ド
ア
の
む
こ
う

で
食
べ
て
く
れ
る
人
に
、
お
百
姓
さ
ん
と
の
話
ゃ
、
収
穫
ま
で
の
畑
の

ょ
う
す
、
た
と
え
ば
土
の
し
め
り
具
合
や
、
雑
草
の
伸
び
具
合
な
ん
か

も
知
ら
せ
た
い
で
す
ね
。
町
の
く
ら
し
と
、
田
舎
の
く
ら
し
が
、
お
互

い
に
見
え
合
う
と
い
い
の
で
す
よ
ね
。

n

野
菜
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
今
と
て
も
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
い

う
堀
野
さ
ん
は
、
六
年
前
、
薬
剤
師
の
仕
事
か
ら
"
た
べ
も
の
畑
α

に

飛
び
こ
ん
だ
人
。
一
人
目
出
産
の
年
は
、
な
ん
と
メ
ン
バ

ー
三
人
そ
ろ

っ
て
旺
娠
、
出
産
の

「
妊
婦
館
H
お
ひ
さ
ま
や
」
で
し
た
。

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
る
、
と
い
う
環
境
も
つ
く
っ

て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

企
業
に
い
て
二
人
産
ん
で
、
今
み
た
い
に
い
い
気
分
で
働
き
、
子
ど

も
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
ね
。
出
産
も
子
育
て
も

メ
ン
バ

ー
と
、
そ
の
連
れ
合
い
さ
ん
と
共
有
し
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な
と
て
も
仲
が
い
い
で
す
よ
。

子
ど
も
や
、
車
椅
子
の
入
、
そ
し
て
自
然
の
中
に
あ
る
小
さ
な
生
き

も
の
の
目
線
に
合
わ
せ
た
働
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

〈
お
ひ
さ
ま
や
〉
の
み
ん
な
は
ク
ル
ク
ル
と
よ
く
働
く
の
に
、
ち
っ
と

も
気
ぜ
わ
し
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

堀
野
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
薬
の
勉
強
会
に
ま
た
出
始
め

る
と
か
。
油
断
す
る
と
薬
漬
け
食
品
が
み
る
み
る
う
ち
に
家
庭
に
入
っ

て
く
る
時
代
。
『
お
ひ
さ
ま
や
野
菜
通
信
」
に
は
い
い
ビ
タ
ミ
ン
が
た

っ
ぷ
り
入
っ

て
い
ま
す
。

(仙
台

三
船
照
子
)
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…

〈

座

談

会

〉

タ

一

…

読

み

手

が

ら

」

一

一
見
込

---a

〈
ミ
ニ
コ
ミ
っ
て
何
だ
ろ
う
〉

A

ミ
ニ
コ
ミ
に
つ
い
て
語
り
合
お
う
と
い
う

こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、

ミ
ニ
コ
ミ
と
は
何
か
が
は
っ
き
り
し
て
な
い
の

ね
。
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ニ
コ
ミ
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
か
ら
話
し
て
く
れ
な
い
。

B

本
屋
で
は
売
っ
て
い
な
い
。
集
会
な
ん
か

に
行
く
と
あ
る
。
無
理
や
り
買
わ
さ
れ
た
り
興

味
あ
る
視
点
に
ひ
か
れ
た
り
し
て
買
う
も
の
。

ミ
ニ
コ
ミ
を
買
う
時
つ
て
の
は
、
そ
の
運
動
に

賛
同
し
て
お
金
を
払
う
と
い
う
感
じ
で
、
中
身

が
お
も
し
ろ
い
か
ら
買
う
わ
け
で
は
な
い
ね
。

C

発
行
を
支
え
る
た
め
の
カ
ン
パ
ね
。

A

対
象
が
特
定
で
あ
る
。

B

そ
の
対
象
に
自
分
が
入
っ
て
い
る
と
思
う

時
は
買
・
つ
ん
だ
よ
ね
。
積
極
的
に
。

D
テ
!
マ
だ
け
で
買
っ
ち
ゃ
う
。
お
も
し
ろ

そ
う
な
テ
1
マ
か
ど
う
か
で
。

E

今
認
め
ら
れ
て
な
い
も
の
の
価
値
、
ポ
リ

シ
ー
を
、
伝
え
た
く
て
つ
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

B

マ
ス
コ
ミ
が
詳
し
く
伝
え
て
く
れ
な
い
こ

と
を
伝
え
て
く
れ
る
よ
ね
。

14 

〈
ミ
ニ
コ
ミ
の
役
割
〉

D

そ
の
責
保
で
は
業
界
紙
な
ん
か
す
ご
く
詳

し
い
よ
ね
。
農
業
新
聞
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
よ
。

C

『
女
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
』
っ
て
い
う
業

界
紙
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
興
味
の
あ
る
こ
と
だ

か
ら
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
し
、
そ
れ
じ
ゃ
な
い

と
得
ら
れ
な
い
情
報
が
あ
る
の
ね
。
そ
れ
と
、

ミ
ニ
コ
ミ
は
か
な
り
選
べ
る
わ
よ
ね
。

B

そ
う
ね
。
マ
ス
コ
ミ
と
い
う
の
は
さ
ほ
ど

選
べ
な
い
か
ら
ね
。
ミ
ニ
コ
ミ
の
ほ
う
が
数
は

ず
っ
と
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。

C

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
情
報
が
入
っ
て
く

る
と
い
う
の
は
い
い
よ
ね
。
『
交
流
』
に
出
て

来
る
家
族
な
ん
か
、
こ
ん
な
家
族
も
あ
る
ん
だ

な
ん
て
こ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
。

A

少
数
派
の
考
え
方
や
実
践
に
出
会
え
る
っ

て
こ
と
ね
。

C

自
分
は
マ
イ
ナ
ー
な
人
間
な
ん
だ
と
思
っ

て
い
た
の
が
、
「
ぁ
、
お
仲
間
が
い
た
」
っ
て

感
じ
で
安
心
し
た
り
し
て
。

B

マ
ス
コ
ミ
で
あ
ろ
う
と
ミ
ニ
コ
ミ
で
あ
ろ

う
と
、
情
報
を
あ
る
程
度
疑
っ
て
み
る
こ
と
も



必
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
、
こ
一
コ

ミ
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
マ
ス
コ
ミ
し
か

な
か
っ
た
ら
そ
ん
な
ふ
う
に
見
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

D

嘘
を
見
抜
く
に
は
知
識
が
必
要
た
っ
て
こ

と
ね
。
で
も
、
知
識
を
得
る
の
は
、
ミ
ニ
コ
ミ

だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。

C

で
も
、
そ
の
一
端
を
、
、
二
一
コ
ミ
が
担
っ
て

い
る
の
は
明
ら
か
よ
。

A

そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
知
識
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、
ミ
ニ
コ
ミ
に
よ
っ
て
感
性
が
鍛
え

ら
れ
た
部
分
っ
て
す
ご
く
大
き
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
の
。
文
体
も
そ
う
だ
し
、
語
り
口
も

個
人
の
感
性
を
大
切
に
す
る
じ
ゃ
な
い
。
そ
う

や
っ
て
自
分
の
防
阿
佐
を
通
し
て
情
報
に
接
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
知
識
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
、
う
の
み
に
し
な
く
な
る
じ
ゃ
な
い
。

D

な
ん
と
な
く
変
だ
な
っ
て
い
う
域
主
は
鋭

敏
に
な
る
ね
。

B

特
定
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
は
、
根
ほ
り
葉

ほ
り
追
究
し
て
く
れ
る
つ
て
の
は
ま
さ
に
ミ
ニ

コ
ミ
な
ら
で
は
よ
ね
。
そ
れ
に
、
大
体
が
正
反

対
の
意
見
な
ん
て
載
ら
な
い
か
ら
、
ミ
ニ
コ
ミ

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

同
じ
考
え
の
人
た
ち
が
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」

と
い
う
も
の
だ
け
載
せ
て
、
精
神
的
マ
ス
タ
ー

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
ダ
メ
な
ん

じ
ゃ
な
い
。
基
本
的
な
信
頼
関
係
、
共
有
性
と

〈
場
と
し
て
の
ミ
ニ
コ
ミ
〉
い
う
こ
と
と
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ち

A

ミ
ニ
コ
ミ
だ
け
ど
会
の
機
関
紙
で
も
あ
る
ょ
っ
と
違
う
も
の
。
た
だ
、
場
が
聞
か
れ
て
い

場
合
は
難
し
い
よ
ね
。
討
論
の
場
と
し
て
は
、
る
と
か
、
反
論
も
載
せ
る
と
か
い
う
の
に
は
、

ど
ん
な
意
見
を
載
せ
て
も
い
い
わ
け
な
ん
だ
け
一
定
の
信
頼
関
係
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

ど
、
機
関
紙
と
し
て
は
基
本
的
な
会
の
姿
勢
が
思
う
ね
。
そ
れ
が
意
外
と
幻
想
だ
っ
た
り
す
る

基
調
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
し
ょ
。
で
も
ん
だ
か
ら
、
難
し
い
の
よ
ね
。

も
、
き
ち
ん
と
署
名
を
い
れ
て
ど
ん
ど
ん
議
論

D

場
の
な
い
ミ
ニ
コ
ミ
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
v

つ
ん
だ
よ
ね
。
読
者
コ
ー
ナ
ー
な
ん
か
な
い
の
も
あ
る
よ
。

ミ
ニ
コ
ミ
つ
て
の
は
一
つ
の
場
だ
と
思
う
か
ら
。

A

場
の
機
能
と
い
う
の
は
読
者
コ
ー
ナ
ー
だ

D

と
い
う
こ
と
は
、
全
然
反
対
の
立
場
の
意
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
次
の
特
集
テ
i
マ
に
つ

見
で
も
載
せ
る
っ
て
こ
と
?
い
て
の
投
稿
を
募
集
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

A

受
け
手
と
し
て
は
、
反
論
に
き
ち
ん
と
場
し
、
原
稿
を
送
れ
ば
結
構
載
せ
て
く
れ
る
よ
。

を
与
え
て
欲
し
い
と
思
う
わ
け
。

C

で
も
、
来
た
も
の
を
選
択
は
す
る
よ
ね
。

D

な
ん
か
マ
ス
コ
ミ
と
同
じ
感
じ
に
な
る
ん

D

そ
こ
が
ポ
リ
シ
ー
な
ん
だ
よ
ね
。

じ
ゃ
な
い
、
反
論
も
載
る
と
。
ミ
ニ
コ
ミ
っ
て

C

マ
ス
コ
ミ
の
ほ
う
が
何
で
も
載
せ
る
よ
ね
。

特
殊
な
と
い
う
か
、
一
つ
の
考
え
方
の
表
現
手

B

そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
マ
ス
コ
ミ
の
ほ
う

段

な

ん

で

し

ょ

。

が

賛

否

両

方

が

載

る

よ

う

に

と

か

や

っ

て

る

よ

。

で
も
、
伝
え
た
い
、
よ
り
広
く
浸
透
さ
せ
じ
ゃ
、
マ
ス
コ
ミ
も
ミ
ニ
コ
ミ
も
変
わ
ら

読
ん
で
る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
。

C

ミ
ニ
コ
ミ
だ
っ
て
載
る
こ
と
も
あ
る
よ
。

B

で
も
、
そ
う
い
う
場
合
は
し
っ
か
り
と
反

論
を
の
せ
て
く
れ
る
か
ら
い
い
よ
。

A 

c 
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な

い

ん

じ

ゃ

な

い

の

。

ば

、

グ

ル

ー

プ

で

も

ち

い

さ

な

ミ

ニ

コ

ミ

で

も

A

逆
よ
。
マ
ス
の
機
能
を
果
た
そ
う
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
で
も
み
ん
な
わ
か
る
っ
て
い
う
、
そ

そ
う
い
う
こ
と
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
わ
ね
。
自
分
が
グ

B

マ
ス
コ
ミ
と
い
う
の
は
す
ご
く
進
ん
だ
意
ル

l
プ
や
ミ
ニ
コ
ミ
を
作
る
場
合
で
も
、
こ
こ
で
三
一
コ
ミ
の
お
も
し
ろ
さ
〉

見
、
ご
く
少
数
の
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
か
ら
に
連
絡
す
れ
ば
そ
う
い
う
も
の
を
求
め
て
い
る

A

今
ま
で
で
、
ど
ん
な
ミ
ニ
コ
ミ
が
お
も
し

ね
。
あ
る
程
度
定
着
し
な
い
と
発
表
し
な
い
じ
人
の
目
に
ふ
れ
る
わ
け
だ
し
。
ろ
か
っ
た
?
私
は
『
女
の
叛
逆
』
の
「
女
に

ゃ
な
い
の
。
載
せ
て
も
肯
定
的
な
扱
い
は
し
な

A

『
あ
ご
ら
」
は
そ
う
い
う
役
割
を
担
え
る
よ
る
女
の
集
会
の
意
味
」
と
い
う
特
集
が
お
も

い
よ
ね
。
ミ
ニ
コ
ミ
は
そ
れ
が
で
き
る
じ
ゃ
な
ん
じ
ゃ
な
い
。
左
か
ら
は
生
ぬ
る
い
と
言
わ
れ
、
し
ろ
か
っ
た
。
強
烈
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
も
の

い
。
「
い
つ
の
日
か
:
・
」
っ
て
感
じ
で
さ
。
右
か
ら
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
と
に
出
会
う
と
ミ
ニ
コ
ミ
は
お
も
し
ろ
い
っ
て
心

C

ク
ラ

1
ィ

。

い

う

こ

と

は

、

あ

る

意

味

で

幅

が

広

い

と

い

う

底

思

う

。

B

あ
ら
、
そ
う
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
じ
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
だ
し
。
こ
れ
か
ら
の
『
あ

C

マ
ス
出
版
社
が
出
し
て
る
本
の
中
に
も
強

ゃ
な
い
。
初
期
の
リ
ブ
な
ん
か
、
ま
と
も
に
は
ご
ら
』
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
烈
な
パ
ン
チ
力
の
あ
る
も
の
は
あ
る
わ
よ
。

マ
ス
コ
ミ
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
す
る

A

一
冊
の
本
に
な
る
ほ
ど
、
集
大
成
も
さ
れ

A

言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
時
に
、
「
ぁ
、
あ
こ
と
に
力
を
そ
そ
い
で
ほ
し
い
と
思
う
の
ね
。
て
な
い
、
深
化
も
さ
れ
て
な
い
け
ど
新
鮮
だ
つ

れ
に
載
せ
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
の
が
あ
る
と

E

そ
れ
は
ほ
し
い
わ
ね
。
去
年
の
小
田
実
の
て
感
じ
つ
で
あ
る
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い
う
も
の

い
う
の
は
、
と
て
も
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
言
講
演
会
で
、
運
動
の
こ
れ
か
ら
の
話
に
な
っ
た
に
出
会
う
お
も
し
ろ
さ
よ
。

い
た
い
っ
て
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
時
、
横
の
つ
な
が
り
が
す
ご
く
弱
い
っ
て
言
つ

B

単
発
も
の
だ
け
ど
、
大
阪
府
発
行
の
『
女

い
う
と
、
世
に
聞
い
た
い
っ
て
い
う
と
大
げ
さ
で
た
じ
ゃ
な
い
。
バ
ラ
バ
ラ
で
や
る
か
ら
今
ひ
や
る
っ
て
お
も
し
ろ
い
』
あ
れ
は
お
も
し
ろ
か

だ
け
ど
、
「
私
は
こ
う
思
・
つ
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
と
つ
大
き
な
力
に
な
ら
な
い
っ
て
。
違
い
を
認
っ
た
ね
。

は
ど
う
で
す
か
」
っ
て
感
じ
ね
。
め
合
い
な
が
ら
一
緒
に
や
れ
る
よ
う
に
な
る
に

A

か
し
ま
し
カ
ー
ニ
バ
ル
の
報
告
集
の
『
女

C

な
ん
か
こ
う
確
認
し
た
い
み
た
い
な
・
:
。
は
、
そ
れ
意
外
に
も
い
ろ
い
ろ
必
要
な
こ
と
は
が
女
と
組
む
と
き
』
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

E

ミ
ニ
コ
ミ
と
か
小
グ
ル
ー
プ
と
か
の
コ
!
あ
る
と
思
う
け
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
少

B

特
に
後
半
の
座
談
会
が
ね
。
あ
あ
い
う
ふ

デ
ィ
ネ
!
タ
l
っ
て
い
う
か
な
。
こ
こ
に
行
け
な
く
と
も
第
一
歩
に
は
な
る
と
思
う
の
ね
。
う
に
も
ろ
に
問
題
が
さ
ら
け
出
さ
れ
た
時
っ
て

A

市
民
運
動
と
ミ
ニ
コ
ミ
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
も
の
ね
。
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い
う
の
は
、
深
め
ら
れ
る
ね
。
臭
い
も
の
に
蓋
ミ
ニ
コ
ミ
が
た
く
さ
ん
発
行
さ
れ
て
い
る
と
い

じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を
コ
ヤ
シ
に
し
て
共
通
認
う
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
言
論
の
自
由
が
守
ら
れ
て

識
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
た
い
と
思
う
わ
ね
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
だ
し
。

A

内
輪
話
を
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
個
人
批
判

E

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
姿
勢
も
し
つ

を
通
り
越
し
て
問
題
の
根
っ
こ
ま
で
と
ど
く
議
か
り
持
っ
て
ほ
し
い
な
。
わ
か
る
人
に
は
わ
か

論
に
な
っ
て
い
る
の
ね
。
な
か
な
か
あ
の
レ
ベ
る
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
。

ル
ま
で
は
や
れ
な
い
か
ら
、
つ
い
個
人
批
判
め

A

基
本
的
に
は
私
も
そ
う
思
う
け
ど
、
田
中

い
た
こ
と
や
内
輪
話
は
見
苦
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
美
津
の
「
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
は
乞
食
の
心
」

か
と
臆
病
に
な
っ
て
し
ま
う
け
ど
、
表
面
的
に
と
い
う
初
期
ラ
デ
ィ
カ
ル
リ
プ
の
文
体
の
わ
か

美
し
く
や
っ
て
る
と
深
ま
り
も
し
な
い
ん
だ
な
り
に
く
さ
が
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
か
、
あ

っ
て
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
ね
。
れ
も
捨
て
難
い
と
思
・
つ
ん
だ
よ
ね
。

B

つ
ま
ん
な
い
っ
て
感
じ
る
の
は
、
作
り
手

C

あ
れ
は
言
葉
に
よ
っ
て
何
か
を
伝
え
よ
う

た
ち
が
た
だ
ひ
た
す
ら
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
、
気
持
ち
を
感
じ
る
よ
う
な
も
の

や
っ
て
る
か
ら
だ
と
思
う
。
読
み
手
を
き
ち
ん
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。

と
意
識
し
て
や
っ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に

A

そ
う
ね
。
論
理
じ
ゃ
な
く
て
情
念
を
伝
え

お
も
し
ろ
く
な
る
は
ず
だ
と
思
う
な
。
合
っ
て
い
た
の
ね
。
ま
さ
に
、
あ
の
時
代
を
映

C

業
界
紙
が
お
も
し
ろ
い
の
は
、
受
け
手
が
し
て
た
ん
だ
よ
ね
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
、
論
理

は
っ
き
り
し
て
る
し
、
受
け
手
を
し
っ
か
り
意
的
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
な
お
か
つ
情
念
も
伝

識

し

て

る

か

ら

だ

よ

ね

。

わ

る

よ

う

な

・

:

。

B

読
者
が
求
め
て
い
る
の
は
何
か
を
ち
ゃ
ん

B

欲
た
か
り
と
言
う
か
、
何
と
言
う
か
。

と
つ
か
ま
え
て
る
の
よ
。
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

A

で
も
、
作
り
手
の
思
い
'
入
れ
の
深
さ
と
受

た
ら
す
ぐ
つ
ぶ
れ
る
し
ね
。
や
っ
ぱ
り
ミ
ニ
コ
け
手
の
熱
い
期
待
こ
そ
が
、
ミ
ニ
コ
ミ
を
育
て

、
、
で
も
お
も
し
ろ
く
す
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
。

『
女
や
る
っ
て
お
・
も
・
し
・
ろ
・
い
』

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
こ
ん
な
に
愉
快
に
表
現
し

た
も
の
に
出
会
っ
た
の
は
、
は
じ
め
て
。
こ
れ

で
、
大
阪
府
・
れ
っ
き
と
し
た
お
役
所
発
行
の

パ
ン
フ
。
桃
民
娘
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
若
い
娘

と
中
年
の
母
親
の
意
識
の
違
い
を
浮
き
ぼ
り
に

し
た
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
か
る

i
く
解
説
し

た
り
。
上
野
千
鶴
子
語
録
な
ん
て
の
も
載
っ
て

い
る
。
堅
い
ぺ

l
ジ
に
は
「
お
役
所
が
割
込
ん

で
く
る
章
」
な
ん
て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
に
く
い
。

『
お
ん
な
の
叛
逆
』

b.u

特
集
テ
l
マ
の
設
定
の
視
点
が
鋭
い
。
今
号

は
「
女
に
よ
る
女
の
集
会
の
意
味
」
。
女
の
集

会
に
男
を
入
れ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
が
、
自
分
は
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
ま
で

掘
り
下
げ
た
一
文
が
強
烈
。
(
発
行
・

久
野
綾
子
宮
O
五
二
日
八
二
二
l
二
五
五
O
)
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小
さ
な
島
に
空
港
が
二
つ
も
必
要
で
し
ょ
う
か
。
空
港
建
設
に
揺
れ
る
島
、
沖
縄
石
垣
島
。
こ
の
島
の
白
保
で
は
今
、
国
と
沖
縄
県
が
進
め
る
埋
め
立

て
、
，
新
空
港
建
設
'
に
よ
っ
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
海
と
白
い
サ
ン
ゴ
礁
が
危
織
的
状
況
に
お
ち
い
っ
て
い
ま
す
。

九
年
前
、
豊
か
な
海
を
守
る
た
め
白
保
の
人
た
ち
が
始
め
た
反
対
運
動
は
今
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
無
関
心
な
人
だ
ら
け
の
こ
こ
東
京

で
も
サ
ン
ゴ
の
海
と
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
生
活
を
守
ろ
う
と
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
女
性
が
い
ま
す
。
〈
あ
ぷ
じ
ゃ

l
ま
の
会
V

の
山
田
征
さ
ん
で
す
。

〈
あ
ぷ
じ
ゃ

l
ま
V

と
は
八
重
山
方
言
で
お
盆
の
漏
り
の
名
称
。
自
保
の
人
た
ち
と
一
体
に
な
り
、
彼
ら
の
思
い
を
き
ち
ん
と
伝
え
よ
う
と
活
動
を
く
り

広
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
彼
女
は
、
こ
の
運
動
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
フ
ラ
ン
ス
人
海
洋
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ス
ト
ー
さ
ん
を

Bi本
に
呼
び
、

白
保
海
綬
の
調
査
を
す
す
め
た
り
、
「
世
界
自
然
保
護
連
合

(
l
U
C
N
)
な
ど
に
も
白
保
の
問
題
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
素
性
の
わ
か
る
食
べ
物
を
食
ぺ
よ
う
と
、
仲
間
と
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
〈
食
べ
物
屋
〉
を
始
め
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご
自
分
の
生
き
ざ
ま
を
ま

と
め
た
本
『
た
だ
の
主
婦
に
で
き
た
こ
と
』
(
現
代
書
館
刊
)
を
出
版
。
皮
原
発
運
動
に
も
長
く
か
か
わ
り
、
理
屈
や
知
識
で
は
な
く
、
自
然
を
本
当
に

知
る
と
い
う
こ
と
は
そ
こ
で
自
分
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
と
の
思
い
を
強
く
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
自
然
保
護
に
深
い
関
心
を
持
つ
ナ
フ
ィ
サ

:ζ
ナ
イ
さ

ん
が
、
山
田
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

白
保
が
危
な
い
/
ζ合山

白
保
の
海
の
あ
る
石
垣
島
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
ん
で

す
か
。

百
垣
島
は
、
沖
縄
県
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
島
の
中

の
一
つ
で
、
本
島
か
ら
は
、
南
に
約
五
百
キ
ロ
ほ
ど

は
な
れ
て
い
ま
す
。
島
の
周
囲
は
百
三
十
キ
ロ
ほ
ど

で
、
人
口
は
約
四
万
人
。
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
産
業

は
あ
り
ま
せ
ん
。
製
糖
工
場
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
缶

詰
工
場
ぐ
ら
い
で
す
。

島
の
人
た
ち
は
、
主
に
農
業
か
漁
業
で
す
。
あ
と

は
公
務
員
と
か
、
市
街
地
の
商
庖
と
か
、
お
土
霊
屋

さ
ん
や
ホ
テ
ル
・
民
宿
な
ど
の
観
光
産
業
の
ほ
か
、

小
さ
な
工
場
な
ど
で
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
も
島
全
体
が
、
あ
ま
り
現
金
収
入
が
な
く
て
も

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
所
だ
と
思
い
ま
す
。
沖
縄

か
ら
は
、
東
京
や
関
西
方
面
に
働
き
に
出
て
い
る
人

が
ず
い
ぶ
ん
多
い
よ
う
で
す
が
、
一
戻
る
人
も
け
っ
こ

き

さ

で

ナ

フ

ィ

サ

・

ミ

ナ

イ

う
い
る
よ
う
で
す
。
い
ま
、
沖
縄
の
本
島
で
は
、
だ

ん
だ
ん
に
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
ま
た
島
に
戻
っ
て
く
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
ョ

沖
縄
と
本
土
の
文
化
の
違
い
と
か
、
生
活
習
慣
、

生
き
る
感
覚
、
生
き
る
姿
勢
な
ど
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま

ず
か
ら
、
若
い
頃
部
会
に
出
て
行
っ
て
も
、
し
ば
ら

く
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
島
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
そ
う
い
う
人
た
ち
だ
け
で
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崎
H

P
〉

-

定

テ

J
/

予

へ
f

/

港

l

j

r

/

l

、

ノ

空

グ
J

f

1

J

J

J

E

一

な
く
、
本
土
の
人
で
、
沖
縄
に
移
り
住
む
人
会
い
〈

rly

沼

ま

っ

て

い

る

の

で

す

3

ょ

う

で

す

。

本

島

の

ほ

う

は

人

口

も

多

い

し

、

あ

る

少

J

-

U

そ
の
た
め
祖
合
員
九
百
人
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、

程

度

自

給

自

足

の

で

き

る

条

件

が

あ

る

よ

う

で

す

。

戸

'

1

一

白

保

の

海

で

は

漁

を

し

な

い

の

に

、

白

保

の

海

を

売

小
さ
い
な
が
、
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業
や
庖
舗
も
た

1

4

F

り
渡
す
時
に
は
、
そ
の
売
り
渡
す
か
ど
う
か
の
決
議

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
沖
縄
と
い
う
所
は
、
お

A

ベ
タ
権
を
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
い
く
ら
白
保

金

が

な

く

て

も

働

い

て

い

な

く

て

も

、

な

ん

と

な

く

乏

の

三

十

三

人

が

反

対

し

て

も

、

他

の

八

百

人

以

上

の

食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
所
な
の
で
す
。
ぁ
ち

-

1

、
t

人
が
賛
成
す
れ
ば
、
数
の
上
で
は
負
け
て
し
ま
い
ま

ら

で

は

門

中

と

き

て

、

一

寄

っ

て

世

話

を

し

合

わ

/

?

ぷ

す

。

患

の

人

た

ち

に

ん

2
2
2で
;

う

習

慣

が

あ

る

よ

う

で

す

。

少

し

の

収

入

が

あ

れ

ば

、

『

『

同

月

間

〈

局

〉

の

人

た

ち

に

と

っ

て

は

埋

め

よ

う

と

何

し

よ

う

と

宥

4
戸

f

d

J

育
園

¥

J

魚
な
ど
も
と
れ
る
し
、
そ
れ
で
生
き
て
い
け
る
の
で

p
f、
竹

f
(』
く
も
な
ん
と
も
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
中

す
っ
情
神
的
に
は
と
て
も
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
な
所
で
舟
で
魚
に
出
ま
す
が
、
歩
い
て
で
も
で
き
る
の
で
す
。
で
、
白
保
の
海
は
県
に
売
り
渡
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

す
っ
本
土
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、
働
く
だ
け
と
い
う
綱
や
ビ
ク
、
話
一
本
か
つ
い
で
サ
ン
ゴ
の
海
を
ピ
タ
た
。

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り
自
分
の
島
ピ
タ
歩
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
と
っ
て
き
ま
す
。

へ

帰

っ

て

い

く

よ

う

で

す

。

漁

業

組

合

の

得

成

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

八
重
山
漁
業
組
合
と
い
っ
て
、
石
垣
急
は
じ
め
、

竹
富
、
西
表
(
い
り
お
も
て
)
、
与
那
国
、
渡
昭
…
問

な
ど
全
部
で
二
十
八
く
ら
い
の
島
々
の
漁
師
さ
ん
約

九
百
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
白
保
の

漁
師
は
三
十
三
人
で
す
。
そ
こ
で
問
題
が
起
き
る
の

で
す
。
普
通
漁
業
組
合
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の

直
接
関
係
す
る
海
域
の
直
接
の
関
係
者
だ
け
で
構
成

さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
八
重
山
漁
協
の
場
合
は
、
と

ん
で
も
な
い
広
い
海
域
を
ひ
と
つ
に
く
く
っ
て
し
ま

い
、
ふ
だ
ん
は
全
く
漁
を
し
な
い
地
域
の
漁
師
た
ち

が
、
た
だ
ひ
と
つ
の
漁
協
の
組
合
員
に
な
っ
て
し

白
保
は
ど
ん
な
村
で
す
か
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
は
何

で
生
計
を
た
て
て
い
る
の
で
す
か
。

白
俣
の
人
口
は
約
二
千
人
で
、
況
と
ん
ど
が
農
業

で
す
3

漁
業
を
本
業
と
し
て
い
る
人
ら
い
ま
す
が
、

漁
業
組
合
に
登
録
し
て
い
る
の
は
、
三
十
三
人
で
す
。

で
ら
部
活
の
人
た
ち
全
部
が
、
海
に
は
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
っ
魚
ら
貝
も
海
草
も
、
全
部
部
活
の
す
ぐ
前

の
、
羽
川
瑚
礁
の
海
、
白
保
の
海
で
と
れ
ま
す

3
m刑判

磯
は
浜
か
ら
リ

l
フ
ま
で
が
約
二
キ
ロ
か
、

2
ニ
キ
ロ

で
、
揺
は
約
二
十
キ
ロ
続
い
て
い
ま
す
。

漁
師
さ
ん
た
ち
は
、
「
さ
ば
に
」
と
い
う
小
さ
な

建
設
計
画
は
誰
が
最
初
に
始
め
た
の
で
す
か
。
そ
の
資

金
は
ど
の
よ
う
に
ま
か
な
わ
れ
る
の
で
す
か
。

形
の
上
で
は
沖
滝
県
で
す
、
沖
縄
が
日
本
に
返
還

に
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
十
五
年
に
な
り

ま
す
3

そ
の
問
日
本
政
府
は
、
沖
縄
県
に
対
し
、
特

別
措
置
予
算
と
い
う
多
額
の
予
算
を
十
五
年
と
い
う

期
限
そ
切
っ
て
、
そ
れ
ニ
テ
て
特
別
に
投
入
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
土
木
事
業
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
ダ
ム
と
か
、
堤
防
工
事
、
橋
、

港
、
道
路
工
事
。
最
悪
な
の
が
、
自
然
の
地
形
に
そ
っ

て
出
来
て
い
る
田
畑
を
い
っ
ぺ
ん
に
ひ
っ
く
り
返
す
、

土
地
改
事
業
で
す
。
し
か
も
そ
の
事
業
を
請
負
う
の

は
、
ほ
と
ん
ど
本
土
の
大
手
企
業
で
す
。
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そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
の
が
、
こ
の
白
保
の
空
港

建
設
事
業
で
す
。
予
算
は
全
部
で
約
三
百
億
円
で
、

全
部
国
庫
負
担
で
す
。
今
ま
で
に
も
漁
業
補
償
金
な

ど
に
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
額
は
そ
の
事
業
の

進
み
異
合
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
去
年
沖
縄

県
は
、
は
じ
め
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
計
画

だ
っ
た
の
を
青
サ
ン
ゴ
を
守
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
都

合
で
、
五
百
メ
ー
ト
ル
縮
め
て
、
二
千
メ
ー
ト
ル
に

す
る
こ
と
に
計
画
変
更
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
補
償

金
の
ほ
う
は
、
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
分
と
し
て
、
四

億
五
千
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
箔
め
た

五
百
メ
ー
ト
ル
分
、
九
千
万
円
を
国
に
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
組
合
は
四
億
五
千
万

円
で
契
約
し
て
海
を
売
り
渡
し
ま
し
た
の
で
、
沖
縄

県
と
し
ま
し
て
は
、
そ
の
へ
ん
が
や
や
こ
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
海
を
売
買
す
る
こ
と
自
体
、

と
て
も
お
か
し
い
と
思
う
の
で
す
が
:
:
:
。

八
重
山
漁
協
と
し
て
は
、
そ
の
お
金
を
一
人
一
人

の
漁
師
さ
ん
た
ち
に
支
払
わ
な
い
と
、
本
当
の
売
買

は
成
り
た
た
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
海
の
漁
業

権
は
、
組
合
の
も
の
で
は
な
く
、
組
合
員
一
人
一
人

の
も
の
な
の
で
す
。
そ
こ
で
白
保
の
漁
師
さ
ん
た
ち

は
揃
っ
て
、
『
補
償
金
不
受
理
官
一
雪
国
」
と
い
う
正
式

の
文
書
を
四
度
に
わ
た
っ
て
、
組
合
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
白
保
は
、
お
金
な
ん
か
い
ら
な
い
、
海
を
埋

め
な
い
で
ほ
し
い
、
と
訴
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

の
補
償
金
は
、
現
在
漁
協
の
名
前
で
定
期
預
金
に
さ

れ
て
、
年
々
た
く
さ
ん
の
利
子
を
産
ん
で
い
ま
す
。

八
重
山
漁
協
の
他
の
メ
ン
バ
ー
は
お
金
を
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
石
の
で
す
か
。

他
の
人
た
ち
は
、
わ
ざ
わ
ざ
い
ら
な
い
と
は
言
い

ま
せ
ん
け
れ
ど
、
は
じ
め
は
お
金
の
た
め
に
賛
成
し

た
わ
け
で
は
な
い
と
患
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
何
だ
か

わ
か
ら
な
い
う
ち
に
賛
成
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
よ
う
で
す
し
、
そ
の
総
会
の
席
に
も
、
全
員

い
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
委
任
状
が
ち
ゃ
ん
と
繍
っ

て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
、
ほ
ん
と
う
に
、
ど

さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
、
と
で
も
い
っ
た
状
態
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
今
に
な
れ
ば
、
ぬ
れ
手
に
ア
ワ
の
よ
う

な
お
金
が
入
る
わ
け
で
す
。

石
信
一
島
に
は
ボ
ー
イ
ン
グ
7
3
7
が
一
日
平
均
十
機
離

着
陸
し
て
る
ん
で
す
ね
。
利
用
率
は
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

で
約
加
%
、
七
月
、
八
月
の
ピ
i
ク
時
に
は
ω
%
、
そ
の

う
ち
旅
行
客
は
.
さ
つ
と
印
%
と
い
う
話
で
す
ね
。
現
在

ボ
ー
イ
ン
グ
7
3
7
が
着
陸
で
き
る
千
五
百
メ
ー
ト
ル

の
滑
走
路
を
も
っ
飛
行
場
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
空

港
を
も
う
一
つ
建
設
す
る
の
で
す
か
。

新
し
い
空
港
の
問
題
が
出
て
き
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
十
五
年
前
本
土
復
帰
し
た

時
点
で
は
、
一
気
に
沖
縄
ブ

l
ム
が
巻
き
起
こ
り
ま

し
た
か
ら
、
年
々
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
、
観
光
客
の
数

は
増
え
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
数
字
を
グ
ラ
フ

に
し
て
延
ば
し
て
い
き
ま
す
と
、
何
年
か
後
に
は
百

六
十
万
人
も
の
人
た
ち
が
、
あ
の
小
さ
な
石
垣
島
を

訪
れ
る
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
グ
ラ
フ
の
伸
ば
し
方
を
す
る
の
は
ほ
ん
と
に

お
か
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
数
字
を
根
拠
に

し
て
、
巨
大
空
港
と
ジ
ャ
ン
ボ
織
の
発
怨
が
打
ち
出

さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
七
、
八
年
前
か
ら
プ

I
ム
も
収
ま
り
、

今
度
は
人
々
の
関
心
が
海
外
に
向
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
て
、
石
垣
空
港
を
利
用
す
る
人
の
数
は
、
六
十

数
万
人
で
、
ず
っ
と
横
ば
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
初
め
の
予
想
の
二
分
の
一
に
も
満
た
な
い

わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
に
大
き

な
空
港
は
要
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
主
張

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
そ
れ

ら
の
資
料
を
持
っ
て
、
運
輸
省
と
か
建
設
省
、
環
境

庁
、
大
蔵
省
な
ど
関
係
す
る
役
所
に
出
向
い
て
行
き

ま
し
た
。
国
会
議
員
を
頼
み
、
衆
参
両
議
会
で
と
り

あ
げ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
中
で
、
運
輸
省
は
利
用
者

数
を
、
年
間
百
万
か
ら
百
十
万
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
、

「
下
方
修
正
」
を
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
ジ
ャ
ン
ボ

機
は
要
ら
な
い
、

7
6
7
の
中
型
ジ
ェ
ッ
ト
に
す
る
、

と
、
あ
ち
ら
の
ほ
う
で
言
い
出
し
た
わ
け
で
す
。

円
高
で
石
垣
島
の
観
光
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
か
。
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は
い
、
も
ち
ろ
ん
出
て
い
ま
す
。
円
高
以
前
か
ら

海
外
に
行
く
人
が
憎
唱
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
島
に
来
る
新
婚
さ
ん
の
数
な

ど
は
極
端
に
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
七
月
八

月
は
チ
ケ
ッ
ト
が
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の

月
は
ほ
と
ん
ど
ガ
ラ
ガ
ラ
で
い
つ
で
も
乗
れ
ま
す
。

政
府
は
東
京
、
大
阪
そ
の
他
大
都
市
か
ら
石
垣
島
へ
の

直
行
便
を
飛
ば
す
こ
と
で
観
光
産
業
を
刺
激
す
る
。
そ

の
た
め
に
大
規
惜
慢
な
空
還
が
必
要
な
の
だ
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
ハ

ワ
イ
や
タ
ヒ
チ
な
ど
の
群
島
で
は
ジ
ャ
ン

ボ
ジ
ヱ

y
ト
や
他
の
小
島
へ
飛
ぶ
小
型
機
が
発
着
で
き

る
大
き
な
空
港
は
ひ
と
つ
だ
け
で
す
。
本
当
に
こ
の
飛

行
場
が
必
要
な
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
何
か
隠
さ
れ
た

理
由
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
空
港
の
本
当
の
目
的
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て

軍
事
空
港
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
し
っ
か

り
冊
押
さ
え
て
お
か
な
い
と
、
全
部
の
話
の
辻
つ
ま
が

合
わ
な
く
な
る
の
で
す
。
い
ず
れ
は
軍
事
空
港
に
な

る
は
ず
の
も
の
を
、
と
り
あ
え
ず
は
民
間
空
港
と
し

て
造
る
た
め
の
理
由
を
い
ろ
い
ろ
つ
け
て
い
る
の
で

す
。た
と
え
ば
、
直
行
便
を
飛
ば
せ
ば
観
光
客
が
た
く

さ
ん
来
る
と
か
、
農
産
物
水
産
物
を
維
持
度
の
高
い
状

態
で
本
土
に
送
れ
る
と
か
い
う
わ
け
で
す
3

し
か
し

島
に
は
ふ
た
つ
の
農
協
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら

毎
年
度
の
生
産
や
出
荷
の
状
況
の
わ
か
る
資
料
を
と

り
ょ
せ
一し
数
字
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
高
い
空
輸
遷

-建設の泥でサンコ礁が壊滅した新奄美空港

賃
を
使
っ
て
ぺ

イ
す
る
よ
う
な
農
産
物
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
す
。
季
節
的
に
、
オ
ク
ラ
と
か
里
芋
が
少

し
あ
る
だ
け
で
す
。
カ
ボ
チ
ャ
や
ス
イ
カ
の
よ
う
な

重
い
も
の
を
空
輸
し
た
ら
大
変
で
す
。
輸
送
料
だ
け

で
高
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
ず
か
ら
、
同
じ
よ

う
な
物
を
生
産
す
る
本
一
土
の
九
州
も
の
に
価
格
の
面

で
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
四
年
ほ
ど
前
に
農
協
で
は
、
農
家
の
人

の
手
取
り
を
増
や
す
た
め
に
、
農
協
に
保
冷
施
設
を

造
り、

保
冷
コ

ノ
テ
ナ
を
使

っ
て
鉛
柏
繍
送
に
切
り

換
え
た
の
で
す
。

こ
れ
に
は
市
の
予
算
補
助
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
農
家
の
人
た
ち
は
手
取
り
分
が
増
え

た
と
喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
ま
、
空
輸
農
産
物
の
デ
ー

タ
ー
が
な
い
と
、
空
港
建
設
の
恨
拠
が
な
く
な
る
と

い
う
の
で
、
最
近
は
ま
た
無
理
や
り
守
一
輸
に
切
っ
換

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
直
接
妻
家
の
人
に
聞

い
て
歩
き
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
は
事
実
な
の

で
す
。

ま
た
漁
姉
さ
ん
に
し
て
も
、
聞
い
て
み
ま
す
と
、

カ
ツ
オ
を
空
輸
し
て
東
京
の
市
場
で
勝
負
し
た
い
、

と
言
う
わ
け
で
す
、
輸
送
料
の
こ
と
な
ど
全
然
頭
に

な
く
て
、
た
だ
ぱ
く
ぜ
ん
と
、

空
輸
す
る
と
鮮
度
が

い
い
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
こ
ま
か
い
計
真
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
他
の
魚
ぽ
、
い
わ
ば
カ
ラ

フ
ル
な
熱
帯
魚
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
本
土
で
は
食
用
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に
は
全
く
通
用
し
な
い
魚
な
の
で
す
。

と
に
か
く
九
州
あ
た
り
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
の
の

鮮
度
と
価
熔
が
、
全
然
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
た
だ
飛
行
場
を
造
ろ
う
と
す
る
行
政
側
の
論
理

だ
け
で
人
び
と
が
動
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
大
事
な
こ
と
は
、
島
か
ら
出
る
物
よ
り
は
、

そ
の
見
返
り
に
島
外
か
ら
入
っ
て
く
る
物
資
の
問
題

で
す
。
島
の
食
料
の
自
給
率
は
一
五
%
か
ら
二

O
%

(
特
に
野
菜
類
)
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
か
る
人

は
、
出
る
も
の
よ
り
入
っ
て
来
る
も
の
で
島
の
経
済

は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
る
の
で
は
、
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
石
恒
一
島
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
る
の
か
し

ら
，
何
か
や
っ
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る
二
、
三
年
前
に
こ
九

七
O
年
頃
d

ア
メ
ワ
カ
か
ら
各
分
野
の
専
門
学
者
が

や
っ
て
き
ま
し
て
、
て
二
年
か
け
て
島
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
調
査
を
徹
底
的
に
や
っ
て
い
ま
す
。
地
質

調
査
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
風
力
、
気
流
、
植
物
、

植
生
、
地
形
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
生
き
物
、
海
の

こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
そ
の
調
査
結
果
は
、
色

分
け
し
た
何
枚
も
の
地
図
に
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
し
空
港
を
造
る
と
し
た
ら
、
と
か
、
ダ

ム
は
、
ト
ン
ネ
ル
は
、
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
日
本
政
府
の
手
に
も
渡
つ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
私
の
知
り
合
い
が
直

接
そ
の
時
の
通
訳
兼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
の
で
全
部
ほ
ん
と
う
の
こ
と
で
す
。

本
当
は
米
軍
の
手
で
八
重
山
あ
る
い
は
沖
縄
全
体

を
巨
大
墓
地
化
す
る
槍
想
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

実
現
し
な
い
う
ち
に
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
今
度
は
日
本
政
府
の
手
で
、

墓
地
と
し
て
で
は
な
く
、
民
間
施
設
、
設
備
と
し
て

次
今
開
発
が
す
す
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
、

巨
額
な
予
算
が
投
入
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

人
口
わ
ず
か
四
万
人
の
石
垣
島
に
は
、
現
在
五
つ

自
の
ダ
ム
工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

造
る
予
定
と
間
い
て
い
ま
す
が
、
四
つ
自
の
底
原
(
す

く
ば
る
)
ダ
ム
な
ど
は
、
堰
止
め
る
谷
間
も
な
い
た

め
、
わ
ざ
わ
ざ
堤
防
を
築
い
て
東
洋
一
の
浴
堤
だ
と

言
っ
て
自
慢
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
ま
る
で
空
港

を
造
っ
て
い
る
よ
う
な
眺
め
な
の
で
す
。
な
ん
で
そ

ん
な
に
ダ
ム
が
要
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
飛
行
機
や

絡
を
置
い
た
時
、
塩
害
に
や
ら
れ
な
い
た
め
に
毎
日

真
水
で
機
体
を
洗
わ
な
い
と
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

ダ
ム
か
ら
の
水
路
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
全
部
、
現

空
港
と
か
、
新
空
港
、
そ
し
て
、
い
ま
拡
大
工
事
中

の
港
の
ほ
う
へ
と
伸
び
て
い
る
の
で
す
。

い
つ
か
ら
ダ
ム
建
設
が
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

四
つ
自
の
一
番
大
き
な
底
原
ダ
ム
は
、
空
港
の
計

薗
が
出
て
か
ら
で
、
五
つ
自
の
は
三
年
ほ
ど
前
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
亙
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
あ
る
い
は
進
行
中
の
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
。
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ほ
か
に
は
先
程
の
港
の
拡
張
工
事
で
す
が
、
こ
れ

は
二
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
ら
れ
、
予
算
は
空
港
建
設

よ
り
多
い
三
百
五
十
億
円
で
す
。
規
模
は
、
一
万
ト

ン
級
の
鉛
が
二
隻
、
五
千
ト
ン
級
の
紛
が
ニ
隻
着
け

る
バ

l
ス
を
持
っ
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
大
き
な
港
の
建
設
に
も
の
す
ご
い
お
金
を
費
や

す
根
拠
は
な
ん
で
す
か
。

こ
れ
も
軍
事
基
地
と
し
て
考
え
れ
ば
、
話
の
辻
つ

ま
は
全
部
き
れ
い
に
合
う
の
で
す
。
こ
の
港
の
表
向

き
の
目
的
は
、
や
は
り
空
港
と
同
じ
で
、
た
く
さ
ん

の
観
光
客
と
、
島
の
農
水
産
物
を
島
外
に
輸
送
す
る

た
め
で
す
。

両
方
と
も
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
巨
大
空
港
と
巨

大
港
を
造
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
両
方
の

数
字
を
合
わ
せ
た
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
港
か
ら
は
、
現
空
港
に
向
け
て
道
幅
の

広
い
新
し
い
バ
イ
パ
ス
工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
も
県
も
、
新
空
港
が
出
来
た
ら
、
現
空
港
は
、

憩
い
の
森
公
園
に
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
バ
ラ
バ
ラ
に
見
て
い
ま
ず
か
ら
、
全
体
の

構
造
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
す
。
へ
以
下
、
次
号
に
)
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州

今

年

も

ま

た

、

八

月

十

二

日

が

や

っ

て

き

た

3

早
い
も
の
で
、
一
九
す
か
な
声
で
、
本
当
に
耳
を
す
ま
さ
な
け
れ
ば
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
の
小
川

川

八

五

年

八

月

十

二

日

に

日

航

ジ

ャ

ン

ボ

機

が

群

馬

県

の

山

中

に

墜

落

し

さ

な

声

で

言

っ

た

の

だ

。

州

側
川
て
か
ら
、
も
う
三
年
が
た
つ
た
。
当
時
、
私
は
外
務
省
を
担
当
し
て
い
「
笑
え
な
い
よ
」

ー

川
附
た
が
、
こ
の
大
ニ
ュ
ー
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
か
か
わ
っ
た
。
中
で
私
は
、
二
分
程
度
に
編
集
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
笑
顔
の
カ
ッ
州

側
乙
』
も
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
、
奇
跡
的
に
命
を
と
り
と
め
ト
は
使
わ
な
か
っ
た
。
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
が
、
笑
顔
の
カ
ッ
ト
を
酬

川

憂

た

川

上

慶

子

ち

ゃ

ん

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

だ

。

惇

つ

の

は

嘘

だ

と

思

っ

た

の

だ

。

で

も

そ

の

晩

引

き

続

き

仕

き

し

て

剛

山
イ
ペ
そ
の
日
、
私
は
日
航
機
事
故
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
の
仕
事
を
手
伝
う
た
い
た
ら
、
現
場
へ
行
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
本
社
へ
一
戻
っ
て
き
刷

川
材
刷
め
、
外
務
省
の
記
者
ク
ラ
ブ
か
ら
本
社
へ
一
戻
っ
た
。
報
道
局
へ
入
っ
て
て
私
の
と
こ
ろ
へ
来
た
。
大
変
な
剣
幕
で
怒
っ
て
い
る
。
州

側

布

い

く

と

、

い

つ

も

の

騒

が

し

さ

は

な

く

、

ン

i
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
て
記
号
男
子
が
き
て
く
れ
た
の
に
。
生
き
る
っ
て
そ
-
つ
い
う
酬

川

い

る

。

広

い

部

屋

で

聞

こ

え

て

い

る

の

は

、

女

の

子

の

声

だ

け

。

そ

の

も

の

じ

ゃ

な

い

」

川

¥

、

nt
一
戸
こ
そ
、
群
軍
司
県
の
務
岡
市
の
取
材
本
部
か
ら
マ
イ
7
ロ
中
経
で
送
ら
稽
局
、
夜
中
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
慶
子
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
放
送
し
た
3

川

一

弘

市

広

灼

孔

れ

て

き

て

い

る

慶

子

ち

ゃ

ん

の

声

だ

っ

た

。

で

も

私

の

中

で

は

雲

仙

…

と

し

な

い

も

の

が

残

っ

た

。

ま

わ

り

が

無

理

に

川

川
剛
一
2
U介

μ情
活
私
は
、
デ
ス
ク
か
ら
の
指
示
で
、
看
護
同
姉
さ
ん
に
よ
る
こ
の
イ
ン
タ
笑
顔
を
つ
く
ら
せ
て
、
「
す
っ
か
り
明
る
く
な
っ
た
慶
子
ち
ゃ
ん
」
な
酬

州

d
H
u
d
p
J
ビ
ュ
ー
を
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
周
に
編
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ん
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
放
送
す
る
の
は
事
実
の
報
道
と
は
言
え
川

川

t
、

改

め

て

V
T
R
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
全
編
を
聞
い
た
。
慶
子
ち
ゃ
ん
な
い
。
で
も
、
翌
日
の
新
聞
の
朝
刊
は
、
す
べ
て
慶
子
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
剛

山

一

ヨ

は

、

E
航
機
が
墜
落
し
た
時
の
様
子
、
お
父
さ
ん
や
燥
の
咲
子
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
大
き
く
の
せ
て
い
た
3

私
は
、
胃
が
キ
リ
キ
リ
と
痛
ん
だ
コ
川

川

--f

は
墜
落
直
後
は
生
き
て
い
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
た
こ
と
、
で
も
慶
子
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
あ
と
も
し
ば
し
ば
報
道
陣
の
取
材
攻
勢
に
さ
州

川
な
そ
の
後
一
一
人
と
も
静
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
り
さ
れ
た
。
で
も
私
の
見
た
号
、
二
度
と
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
川

河

ミ

救

出

さ

れ

た

時

も

{

家

族

の

こ

と

が

気

が

か

り

だ

っ

た

こ

と

:

:

:

こ

ん

な

で

ほ

ほ

え

む

こ

と

は

な

か

っ

た

。

削

剖

カ

小

さ

な

少

女

が

地

獄

の

体

験

を

し

た

の

だ

。

で

も

彼

女

は

涙

を

み

せ

る

川

庁
』
ヲ
こ
と
も
な
く
淡
々
と
語
っ
て
い
た
。
十
分
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
(
抜
群
の
語
学
力
と
セ
ン
ス
で
海
外
の
ヅ
ャ

l
ナ
リ
ス
ト
か
ら
も
迂
自
さ
酬

な

γ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
を
つ
と
め
た
看
護
緑
さ
ん
が
言
っ
た
。
れ
て
い
る
布
施
さ
ん
は
、
今
は
厚
生
省
詰
め
。
『
生
命
の
大
信
さ
を
弐
め
剛

戸
カ
「
慶
子
ち
ゃ
ん
、
笑
つ
て
な
い
よ
。
ほ
ら
、
笑
っ
て
ご
ら
ん
-
て
思
う
日
々
』
の
な
か
、
「
記
者
だ
っ
て
一
種
の
を
売
だ
か
ら
、
三
道
酬l
 

U

慶
号
ち
ゃ
ん
は
一
瞬
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
笑
顔
を
見
せ
た
。
具
の
一
番
高
く
売
れ
そ
う
な
お
分
を
前
に
出
す
の
は
当
妖
、
の
こ
と
か
も
し
側

め
で
も
す
ぐ
に
こ
わ
ば
っ
た
元
の
表
情
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
か
れ
な
い
』
と
も
、
こ
の
頃
は
思
う
よ
う
に
な
勺
た
と
い
う
。
入
社
七
年
目
。
)
酬

割==三三=======三============================三==一===============一三===一-====一三==三======一三==============一=========一==============一=三三一==一====三三三=======一=三=一司
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フ
ィ
リ
ピ
ン
は
十
年
以
上
も
深
刻
な
経
済
危
機
に
陥
っ
て
お
り
、
ア
っ
た
り
、
虐
待
を
・
つ
け
た
り
、
法
的
な
保
護
も
な
く
捨
て
ら
れ
た
、
と

キ
ノ
政
権
下
で
も
さ
ら
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
経
済
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。

危
機
が
、
売
春
の
た
め
の
不
法
な
リ
ク
ル
ー
ト
は
も
と
よ
り
、
メ
イ
ル
に
せ
リ
ク
ル
ー
タ
l
に
だ
ま
さ
れ
た
女
性
は
、
性
的
な
ク
ラ
ブ
に
連

ブ
ラ
イ
ド
業
ブ
l
ム
に
貢
献
す
る
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
れ
て
こ
ら
れ
、
こ
れ
が
お
ま
え
の
仕
事
だ
と
い
わ
れ
て
初
め
て
だ
ま
さ

メ
イ
ル
ブ
ラ
イ
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
収
益
の
多
い
産
業
で
あ
る
。
も
つ
れ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
彼
女
た
ち
は
囚
人
同
様
で
、
逃
げ
お
お
せ
る
こ

と
も
デ
ー
タ
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
が
。
国
際
結
婚
斡
旋
業
者
は
、
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
自
分
た
ち
の
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ

l
ジ
こ
う
し
た
状
態
が
わ
か
る
の
に
数
か
月
あ
る
い
は
数
年
か
か
る
。

ー
ラ
ン
ド
な
ど
先
進
諸
国
の
男
性
客
の
利
益
の
た
め
に
商
売
を
し
て
い
こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
輸
出
産
業
に
対
す
る
懸
念
は
ま
す
ま
す
大

る
。
業
者
と
契
約
す
る
と
、
男
性
に
は
将
来
妻
と
な
る
フ
ィ
ヮ

E

・
E
-
E
き
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
支
援

ピ
ン
女
性
の
広
範
な
個
人
デ
i
タ
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
デ
!
・
圃
的
冶
』
委
員
会
が
結
婚
業
者
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

タ
は
文
書
と
ビ
デ
オ
を
含
む
写
真
な
ど
で
、
柔
順
、
家
庭
的
、
圃
・
れ
】
メ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
ブ
ラ
イ
ド
の
犠
牲
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

!
中
普
氏
、
愛
ら
し
い
と
い
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
ヨ

F

F

F

4
女
性
レ
オ
ヴ
ィ
!
の
ケ
1
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ス
コ
ミ
を
賑

イ
ド
即
日
間
れ
れ
れ
主
目
と
な
る
場
合
も
あ
る
o

す

で

一

五

外

η一
れ

れ

じ

れ

げ

日

以

は

は

お

れ

り

け

れ

ω寸

に
ど
の
女
性
に
す
る
か
決
め
て
か
ら
も
、
同
時
に
多
く
の
女
性

f
|
1
1
1
1
1
1
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
多
く
の
組
織
、
特
に

と
文
通
す
る
男
性
も
多
々
い
る
が
、
女
性
は
と
い
え
ば
、
個
人
的
な
文

f

p
芯
言
吉
一
『
白
開

2
〈

Z
E
z
g
苦
孟
己
(
女
性
売
買
に
反
対
す
る
協
議

通
に
頼
る
し
か
な
く
、
女
性
が
支
払
え
る
登
録
料
(
二
百
|
五
百
ぺ
ソ
)
-
つ
会
)
ま
も
と
よ
り
、
女
性
の
国
会
議
員
が
こ
う
し
た
女
性
搾
取
の
形
態

よ

ー

に
応
じ
て
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
、
そ
の
ラ
ン
ク
に
基
づ
い
て
将
来
の
夫
に
せ
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
る
。

な
る
で
あ
ろ
う
男
性
に
の
み
接
触
で
き
る
。
さ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
メ
イ
ル
プ
ラ
イ
ド
現
象
(
ほ
ほ
フ
ィ
リ
ピ
ン

い
っ
た
ん
夫
あ
る
い
は
フ
ィ
ア
ン
セ
と
一
緒
に
な
る
と
、
時
間
を
か
プ
ま
た
は
タ
イ
女
性
)
が
国
民
の
関
心
を
集
め
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

3
 

け
て
慎
重
に
決
め
る
普
通
の
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
し
た
こ
の
関
係
で
ま
、
.
昨
年
六
月
こ
ま
、
こ
の
問
題
こ
関
し
て
、
女
性
一
万
一
千
人
の
署
名
を

ー

ト

i

l

l

二
人
の
聞
に
ひ
び
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い
く
カ
ッ
ス
集
め
た
嘆
願
書
が
同
国
の
法
務
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
。

プ
ル
も
い
る
。
し
か
し
、
多
く
が
寂
し
く
孤
独
で
あ
っ
た
り
、
惨
め
だ
海
外
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

フィリビン女性の商昂佑f
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「
フ
ィ
リ



ピ
ン
人
出
稼
ぎ
労
働
者
に
関
す
る
委
員
会
(
弓
歪
)
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
の
支
援
と
問
題
解
決
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
長
期
的
に
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
に
対
す
る
虐
待
が
増
加
し
て
い
る
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
双
方
で
、
こ
れ
を
国
の
問
題
と
し
て
対
処
す
る
よ
う
キ

ヤ
ン
ペ

i
ン
を
行
な
っ
て
い
る
。

「

-
m
-
m

一
=
円
四
円
S
E
c
s
-
出
布
「
2
0
ヨ目

=
E
〉

n
t
o
D
」
日
¥
∞
∞

一
Rmg司
玄
白
『
吉
三
=
問
主
ご
宣
言

2
0
2
2
這

「

(

訳

責

あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の

-
吉
永
小
百
合
の
百
一
本
目
の
映
画
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
「
華
の
乱
』

の
出
版
社
、
新
評
論
に
対
し
、
解
雇
取
消
を
求
め
、
東
京
地
裁
に
地
位

保
全
の
仮
処
分
を
申
請
し
ま
し
た
。
題
し
て
「
も
う
一
つ
の
『
花
の

乱
』
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
こ
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
は
陳
述
書
や
ミ
ニ
コ
ミ
『
れ
・
ふ
あ
む
』

『
そ
れ
い
ゆ
』
(
送
料
共
一
千
円
で
送
り
ま
す
)
を
読
ん
で
い
た
だ
く

と
し
て
、
こ
こ
で
は
仮
処
分
申
請
後
の
展
開
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

私
は
六
か
月
の
試
周
期
間
終
了
を
理
由
に
即
日
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を

不
当
と
訴
え
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
、
第
一
回
審
尋
に
お
い
て
、

新
評
論
側
は
、
「
も
と
も
と
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
限
付
雇
用
で
あ
っ

た
」
と
い
う
新
説
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
私
に
は
ま
っ
た
く
の
新

説
で
新
評
論
側
も
私
に
そ
れ
を
告
げ
た
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
雇
用

者
が
期
限
付
雇
用
で
あ
る
と
定
め
て
い
た
以
上
、
被
雇
用
者
が
そ
れ
を

知
ろ
う
と
知
る
ま
い
と
関
係
な
い
、
だ
か
ら
そ
の
期
限
の
翌
日
に
解
雇

を
申
し
渡
し
て
も
即
日
解
一
で
は
な
い
と
い
う
論
法
で
す
。

新
評
論
編
集
長
の
陳
述
書
に
お
い
て
、
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
限
付

雇
用
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
、
彼
と
私
の
元
の
夫
と
の
や
り
と
り
は
、

「
ち
ょ
っ
と
見
て
み
て
や
」
「
と
り
あ
え
ず
半
年
お
預
り
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
、
も
し
こ
こ
で
「
見
て
も
ら
う
た
め
の
礼

金
」
か
、
「
預
る
た
め
の
預
り
金
」
が
取
り
か
わ
さ
れ
た
の
な
ら
、
私

は
双
方
に
人
身
売
買
の
罪
を
関
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

む
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
私
は
他
の
社
員
と
同
様
、
給
与
明

細
に
よ
っ
て
十
五
万
を
支
給
さ
れ
、
六
か
月
無
遅
刻
・
無
欠
勤
、
ま
っ

た
く
無
償
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
三
百
時
間
を
超
え
る
残
業

さ
え
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
試
周
期
間
後
の
本
採
用
を
期
待
し
う
る

通
常
の
雇
用
関
係
下
に
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
解
雇
す
る
な
ら
最
低
一
か
月
前
の
予
告
が
必
要
で
あ

り
、
か
つ
し
か
る
べ
き
合
理
的
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
十

月
一
日
の
解
雇
は
即
日
解
雇
で
あ
り
、
不
当
で
あ
る
と
訴
え
る
所
以
で

す
。
「
あ
ご
ら
』
・
創
刊
号
か
ら
の
会
員
と
し
て
、
〈
あ
ご
ら
〉
に
育
て

ら
れ
た
私
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
恥
じ
ぬ
闘
い
を
目
ざ
し
、
息
長
く
闘

う

決

意

で

い

ま

す

。

(

東

京

都

片

岡

陽

子

)

(
『
花
の
乱
』
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。
)
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ソロ/くンヵ、ら

コンビューターへ

手塚治子

(私立高校時間講師)

私
の
仕
事
の
出
発
は
一
万
台
の
機
械
の
原
価

計
算
を
ソ
ロ
パ
ン
で
は
じ
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

昭
和
二
十
八
年
頃
の
日
本
は
朝
鮮
戦
争
の
特
需

ブ

l
ム
で
経
済
復
興
が
著
し
い
時
で
あ
っ
た
。

世
界
的
な
技
術
革
新
の
波
の
中
で
外
国
か
ら
の

技
術
導
入
を
し
た
り
、
独
自
の
技
術
開
発
を
進

め
た
り
す
る
さ
ま
を
一
企
業
の
中
か
ら
見
つ
め

て
き
た
。
ソ
ロ
パ
ン
は
や
が
て
タ
イ
ガ
!
計
算

器
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
が
、
そ
の
単
調
な
仕

事
の
合
い
聞
に
工
場
の
曇
り
ガ
ラ
ス
を
通
し
て

み
る
空
は
ど
こ
ま
で
も
広
く
、
い
つ
か
世
界
に

は
ば
た
き
た
い
と
、
日
毎
に
憧
れ
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
た
。
『
鎖
に
つ
な
が
れ
た
巨
人
」
『
世

界
を
ゆ
る
が
せ
た
叩
日
間
』
『
裸
で
狼
の
群
の

中
に
』
な
ど
を
読
み
な
が
ら
、
広
い
世
界
を
夢

見
て
い
た
。

原
価
計
算
の
か
た
わ
ら
、
工
業
図
書
の
管
理

も
ま
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
技
術
系
の
職
員
や

部
課
長
ク
ラ
ス
ま
で
ま
き
こ
ん
だ
外
国
の
新
技

術
導
入
や
O
R
図
書
の
輪
講
や
独
自
の
技
術
改

革
な
ど
、
工
場
の
中
は
日
毎
に
オ
l
ト
メ
化
さ

れ
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
幼
い
目
に
も
そ
れ
は

目
を
見
は
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

や
が
て
家
の
状
況
が
、
自
分
の
身
体
は
自
分

で
処
し
て
も
よ
い
も
の
と
な
り
、
一
一
十
一
歳
で

働
き
な
が
ら
大
学
の
数
学
科
へ
と
進
学
し
た
。

共
済
組
合
の
統
計
課
と
か
、
銀
行
の
審
査
課
な

ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
タ
イ
ガ
!
計
算
器

は
電
光
式
の
計
算
機
に
昇
格
し
て
い
た
。
中
の

職
員
か
ら
「
あ
な
た
が
大
学
を
卒
業
す
る
頃
、

こ
の
丸
の
内
界
隈
の
会
社
の
ほ
と
ん
ど
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
端
末
機
を
導
入
し
て
い
る
，
た
ろ

う
」
と
き
か
さ
れ
た
。

や
が
て
国
家
公
務
員
と
し
て
大
学
の
研
究
室

で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
予
算
の

貧
し
さ
か
ら
か
、
実
験
デ
!
タ
の
整
理
な
ど
は

ま
た
ま
た
タ
イ
ガ
l
計
算
器
で
あ
り
、
世
界
的

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
収
支
決
算
は
ソ
ロ
パ
ン
の

活
躍
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
大
学
卒
業
後
、
数
学
講
師
と
し
て
、

保
育
条
件
を
つ
く
り
な
が
ら
、
今
の
高
校
で
働

い
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
期
、
人
々
は
大
量
生
産
、
大

量
消
費
に
励
み
、
早
い
こ
と
、
大
き
い
こ
と
を

良
し
と
し
、
情
報
化
社
会
の
到
来
を
予
言
し
て

い
た
。
お
正
月
、

N
H
K
テ
レ
ビ
で
コ
ン
ピ
ュ
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ー
タ
l
特
集
を
連
続
放
映
し
て
い
た
が
、
そ
こ

に
展
開
さ
れ
る
先
端
あ
る
い
は
近
未
来
の
世
界

は
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
う
わ
ま
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
人
を
幻
惑
さ
え
も
す
る
。

し
か
し
一
方
で
操
作
す
る
主
体
が
人
間
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
、
「
何
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

か
」
を
抜
き
に
、
人
聞
が
機
械
に
支
配
さ
れ
る

危
騒
を
思
う
と
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
最
低

の
生
存
権
さ
え
も
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
は
し
な

い
か
と
恐
れ
る
。
人
び
と
の
物
欲
崇
拝
に
、
就
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「
か
な
が
わ
女
性
会
議
」

事
務
局
長
選
任
に
つ
い
て

職
状
況
の
激
変
に
そ
の
危
倶
を
覚
え
る
。
ソ
ロ

パ
ン
を
弾
い
て
「
自
然
を
征
服
す
る
」
な
ど
と

い
っ
て
い
た
良
き
時
代
は
す
で
に
終
わ
っ
た
。

早
い
こ
と
も
大
き
い
こ
と
も
良
い
こ
と
と
は
い

い
難
く
な
っ
て
き
た
。
衛
星
を
打
ち
上
げ
て
見

た
地
球
は
美
し
く
も
小
さ
く
、
そ
こ
に
住
む
人

間
も
自
然
の
調
和
の
中
で
の
み
生
き
る
こ
と
を

・
許
さ
れ
る
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
。
今
、
未
来

を
踏
み
荒
ら
し
て
い
る
と
も
い
え
る
こ
の
状
況

に
メ
ス
を
入
れ
な
い
限
り
子
ど
も
た
ち
に
未
来

日
頃
、
女
性
問
題
解
決
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
あ
ご
ら
』
一
三
O
号
n

声
“
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
か
な
が
わ

女
性
会
議
」
事
務
局
長
選
任
に
つ
い
て
、
機
構
検
討
委
員
会
の
責
任

あ
る
立
場
に
あ
る
一
員
と
し
て
、
事
実
経
過
と
見
解
の
一
端
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
事
柄
は
、
投
書
に
あ
る
よ
う
な
、
行
政

に
「
か
ら
め
と
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
決
し
て

な
か
っ
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
述
べ
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

は
な
い
。
数
学
の
授
業
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
導
入
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
私
学
の
戦

国
時
代
を
勝
ち
抜
け
な
い
と
導
入
さ
れ
始
め
は

し
た
け
れ
ど
、
私
た
ち
大
人
が
ま
ず
、
時
代
を

見
、
生
き
抜
く
哲
学
を
持
た
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
孫
た
ち
に
、
青
い
地
球
を
青
い
ま
ま
で

残
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
学
ば
な
け

れ
ば
と
、
精
一
杯
突
っ
張
っ
て
い
る
近
頃
で
す
。

か
な
が
わ
女
性
会
議

深
沢
淑
子

L

事
務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

既
に
御
承
知
の
と
お
り
、
か
な
が
わ
女
性
会
議
は
神
奈
川
県
全
域

に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
団
体

や
個
人
が
、
女
性
問
題
の
解
決
と
、
男
女
共
同
社
会
の
創
造
を
め
ざ

し
て
集
う
民
閣
の
団
体
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
広
域
に
わ
た
り
、

多
様
な
領
域
に
及
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
基
盤
を
も
っ
女
性
会
議
の
活
動
も
、
県
下
全
域
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
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会
の
目
的
達
成
の
た
め
の
、
会
員
の
十
分
か
つ
主
体
的
な
活
動
を

支
え
、
女
性
会
議
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
事
務
局
体
制
の
整

備
・
強
化
の
必
要
性
が
、
こ
こ
数
年
、
女
性
会
議
の
中
か
ら
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
総
会
の
審
議
の
な
か
で
も
操
り
返
し
論
議
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
ま
た
、
会
の
新
た
な
発
展
の
た

め
に
、
昨
年
か
ら
常
任
委
員
会
に
機
構
検
討
委
員
会
を
設
け
、
そ
の

な
か
で
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
も
論
議
を
交
わ
し
、
会
員
か
ら
の
意

見
も
も
と
め
て
き
ま
し
た
。

Z

事
務
局
長
選
任
の
経
過
に
つ
い
て

女
性
会
議
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
く
ま
で
も
自
主
的

な
人
選
を
す
す
め
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
候
補
者

が
八
人
(
女
性
の
み
)
に
も
及
ん
だ
こ
と
を
、
今
回
の
総
会
で
代
表

が
報
告
し
て
い
ま
す
。
県
も
、
年
度
末
い
っ
ぱ
い
ま
で
女
性
会
議

の
自
主
的
な
決
定
を
待
ち
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
時
間
的
な
制
約

の
な
か
で
実
現
に
至
ら
ず
、
"
次
善
の
策
u

と
し
て
今
回
の
決
定
に

い
た
っ
た
経
過
が
あ
り
、
県
主
導
に
よ
る
も
の
で
も
、
ま
た
、
性
別

役
割
分
業
観
に
も
と
づ
く
人
選
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

a 
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

現
実
の
問
題
と
し
て
当
面
女
性
会
議
の
自
主
財
源
だ
け
で
は
運
営

に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

と
も
に
「
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
」
の
実
現
を
は
か
り
、
男
女
共

同
社
会
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
県
の
姿
勢
が
あ
っ
て
、
か
な
が

わ
女
性
会
議
の
活
動
が
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
決
定
す
る
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
に

す
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
こ
と
は
、
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ι
事
務
局
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

投
稿
さ
れ
た
方
は
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
数
字
は
事
実
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
性

別
に
よ
る
違
い
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。給
与
等
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
対
す
る
経
験
な
ど
か
ら
く
る

差
は
あ
っ
て
も
、
男
女
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
与
の
違
い
は
、
む

し
ろ
、
女
性
の
中
断
再
就
職
に
起
因
す
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

Fa
事
務
局
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

か
な
が
わ
女
性
会
議
の
よ
う
な
多
様
で
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
活

発
な
活
動
を
も
っ
会
員
が
、
県
下
全
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
な

が
ら
運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
と
す
る
自
主
的
運
動
団
体
に
あ
っ
て

は
、
事
務
局
は
運
動
を
発
展
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
女
性
会
議
の

n
顔“

な
ど
で
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
女
性
会
議
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
そ
れ
を
構
成
し
て
い



刷
る
一
人
ひ
と
り
の
会
員
で
す
。
そ
の
活
動
が
女
性
プ
ラ
ン
を
根
付
か
広
男
女
共
同
社
会
の
創
造
に
む
け
て

川
せ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
り
、
県
の
補
助
金
に
よ
っ
て
そ
の
質
か
な
が
わ
女
性
会
議
は
、
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
文
化
な
ど
、
ぁ

酬
が
左
右
さ
れ
る
ほ
ど
、
女
性
の
力
を
過
小
評
価
し
て
ほ
し
く
な
い
と
ら
ゆ
る
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

州

思

い

ま

す

。

社

会

を

「

男

女

共

同

社

会

」

と

し

て

、

そ

の

構

築

を

目

指

し

て

い

ま

州
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
現
状
に
お
い
て
は
、
ま
ず
女
性
の
事
務
局
す
。
こ
の
遠
大
な
理
想
社
会
を
、
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
と
も
力

川
長
を
、
と
の
ぞ
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
今
回
は
諸
般
の
事
情
か
を
分
か
ち
合
っ
て
実
現
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
、

川
ら
男
性
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
は
決
し
て
女
性
も
ち
ろ
ん
男
性
を
会
員
と
し
て
霊
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
男
性

川
会
議
の
変
質
を
意
味
す
る
も
の
で
も
、
も
と
よ
り
男
性
に
よ
る
管
理
と
と
も
に
目
的
に
む
か
つ
て
運
動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
は
素
晴
ら

酬

を

意

味

す

る

も

の

で

も

あ

空

志

せ

ん

し

い

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

(

一

九

八

八

年

六

月

三

O
日
)

あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
あ
ご
ら
の
誤
植
訂
正
と
お
詫
び

〔
一
二
九
号
〕

一
頁
坊
主
差
別
発
言
↓
坊
守
差
別
発
言

四
頁
五
行
自
門
主
i
門
守

七
行
目
坊
主
会
↓
坊
寺
会

十
四
行
目
誹
誘
誹
俗
i
非
僧
非
俗

五
頁
十
三
行
目
自
ら
と
↓
自
ず
と

十
八
頁
拷
聞
の
抹
↓
拷
聞
の
末

二
十
一
一
良
(
詩
}
最
終
行
自
由
し
か
i
自
由

で
し
か
〔
一
三
O
閏ぢ〕

一
頁
と
二
十
七
頁
見
出
し
議
長
↓
事
務
局
長

五
頁
五
行
目
訓
覇
↓
訓
執

十
一
頁
九
行
目
悉
皆
仏
性
i
A官
官
成
仏

皆
仏
性
が
あ
る
↓
皆
成
仏
す
る

以
上
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

-
今
日
、
あ
ご
ら
=
三
号
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
一
気
に
読
み
ま
し
た
。
で
、
言
い
た
い
こ

と
が
山
の
よ
う
に
湧
い
て
き
た
の
で
、
忘
れ
な

い
う
ち
に
手
紙
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

@
あ
ご
ら
で
も
っ
と
話
し
合
い
の
会
を
聞
く
べ

き
だ
!
た
し
か
に
以
前
は
、
毎
週
話
し
合
い

の
会
が
聞
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

今
も
や
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

毎
週
一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
、
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
あ
る
い
は
読
書
会
を
し
て
も
よ
い
し
、
あ

え
て
テ
l
マ
を
決
め
な
く
て
も
よ
い
し
:
・
話
し

合
い
を
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
場
所
も
必

ず
し
も
〈
あ
ご
ら
〉
で
や
ら
な
く
て
も
、
と
き

に
は
居
酒
屋
で
も
、
だ
れ
か
の
家
で
も
二
戸
外

で
も
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
や
っ
て
も
よ
い
の

で
は
。
と
く
に
二
十
代
、
三
十
代
の
人
た
ち
に

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
思
い
ま

す

。

(

東

京

川

寄

昌

子

)

(
と
て
も
長
い
お
手
紙
な
の
で
、
後
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。
)

A

マ
庖
で
看
病
し
て
い
た
祖
母
が
二
月
に
亡
く
な

り
、
や
っ
と
す
べ
て
が
終
わ
り
ま
し
た
。
私
も

少
々
呆
け
た
よ
う
な
感
じ
で
す
。
(
京
都
柴
田
訓
子
)

・
姿
は
う
す
っ
ぺ
ら
だ
け
ど
中
身
の
厚
い
『
あ

ご
ら
』
、
う
ん
・
つ
ん
と
う
な
ず
き
な
が
ら
読
ん

で
い
ま
す
。
(
蚊
阜
、
羽
島
市
赤
沢
ヒ
ロ
子
)
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最先端国際フェミニスト用語
一今、生きているフェミニスト英語一

最もビビッドなフェミニスト辞書を武器に世界のフェミニストたちの和を広げ

よう! そうした想いを胸に、今月号からくあごら>ならではのフェミニスト英

語講座の連載が始まります。くあごら>英語可能性教室講師パーパラ・イェーツ

を中心に十年近くこの教室を継続してきたメンバーと事務局スタッフが担当しま

す。

今をときめく生命工学、フェミニズム論からごくごく身近な言葉まで、誰にで

もわかる簡潔で手軽な「英・日フェミニスト用語集jづくりをめざします。

フェミニストの世界では女性の現実に即して言葉の広範な検証が行われていま

す。単語そのものやスペルが時々刻々変化しています。そのホットな動きをさめ

ないうちにお届けします。あんな言葉こんな言葉、あなただけが知っている@情

報、そして質問など、どしどし事務局までお寄せください。また私たちの叙述に

間違いを発見されたり、もっと良い表現をお考えのときも，率直にお知らせくだ

さい。そしていっしょにこの「辞書jづくりに参加しませんか。

先ず第一回目は、まさに“女性自身"を呼ぶもろもろの呼び名、特に“女性・

女" “淑女・レディ女の子"を検証してみました。

MOMYN/WIMMIN(WOMAN/WOMEN) 

Variations on the traditional spelling of the singuJar. WOMAN. and plural. 

WOMEN reflect a growing consciousness of the need to define our own 

reality.Since the word "man "and "men" are included in the ordinary 

spelling.many feminists on English-speaking countries choose the new 

spelling to semyntically(semantically)end the implicit dependence on myn 

(men). In common use in feminist publications. 

問MAN(単数形)、 WOMEN(複数形)と競る伝統的スペルからWOMYN(単数形}、

WIMMIN (複数形)への変化は、私たち女性自身の現実を明確に表さなければいけ

ないとの意識がますます高まりつつあることを反映している。 "MAN"と "MEN"

の単語のスペルは従来のままであるため、男性に盲目的に依存するのをやめよう

との意味を込めて、英語圏の多くのフェミニストたちは新しいスペルを使ってい

る。フェミニスト出版物で多く使われている。(ただし、試験には使わないこと。

減点必至。)
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LADY 
The term is rapidly going out of use. Originally described a woman of the 

upper class，or a woman affecting the style and grace of the upper class. 

この単語は急速に使われなくなってきている。元来、上流階級の女性や上流階

級風であったり、そうした品位が備わっている女性に対して使われた。

GIRL 

Refer to female children(up to around 18 years old)， never to adult wome~ 

女の子(せいぜい18歳ぐらいまで)を呼ぶときに使われ、けっして成人の女性

には使わない。

女 ONN A おんなの語原はおみな。おみなは大女成(おおめなり)の略で、

本来、年をとった女、老婆を意味する。ちなみに大人は大人成(おおとなり)、

翁(おきな)は大成(おおきなり)と言った。英語のwomanに相当する人類のメ

スをあらわすことばは女(め)0 rめ」として単独に使われるほか、女親(めお

や)女神(めがみ)女の子(めのこ)女の童(めのわらわ)などのように使われ

た。愛(め)づべきもの(いとしいもの)の略という説がある。

年若い女は、年少を意味する弟(おと)をつけて、 「おとめ」と言った。古事

記では、伊邪那美命(いざなみのみこと)が、伊邪那岐命(いざなぎのみこと)

に、まず「あなにやし えおとこ(美しいいい男よ)Jと呼びかけ、伊邪那岐命

が答えて「あなにやし えおとめ(美しいいい女よ)Jと言っている。

中世には、 「男もすなる日記というものを女もしてみむとて(r土佐日記J) J 

のように、おとこ(男)おんな(女)が一般化した。

しかし、日本語の会話では、西欧のように、 he、sheを必ずしもはっきりと区

別しない。男女を問わず「あのひと」と言うのが普通で、 「あの男J rあの女」

と言うときには、男や女に、ある種の感情がこめられていることが多い。

近世以降、情婦などの隠語としても「おんな」が使われるようになってから、

「おんな」にはやや賎親のひびきが加わり、尊称としては「婦人」、 「ご婦人J

が使われるようになった。

70年代の日本のリブは、好んで「おんな」、 「女」を強調したが、これは、
black is beautifulと同じように、ことばばかりでなく実態としてもいやしめら

れるようになった「女」の復権を目指したものであった。

フェミニストは、婦人ということばを嫌い、女、おんな、女性を好んで使う。

婦は『説文解字J (後漢・中国の辞書)によれば「服する」意味、女が第を持っ

て掃除をする姿を象った、とある。 r白虎通義J (後漢・中国)には、礼を以て

屈服する意味、あるいは、家事に服し、人に仕える意味とある。くあごら>では、

「国連女性の10年J r女性差別撤廃条約」と言っているが、公文書は依然として
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「婦人」が使われている。

なお、 ladyに、厳密な意味で相当する日本語はない。淑女はladyの訳語として

使われるようになったが、日本語としては、片かなのレディーのほうが、より一

般的に使われていたかもしれない。西欧でも今日では、 Ladies，Gentlemenは、集

会などの冒頭のあいさつか、トイレの表示にしか使われなくなったが、もともと

日本ではそれほど普及していたわけでもなく、トイレの表示ほ、一部のデパート

が、 「ご婦人」・「殿方」と表示しているほかは、おおむね絵表示になっている。

性別を表示するのにシャイな日本人の感情ともマッチしているのだろう。

あ
ご
ら
編
集
部

女流 じよりゅう JORYU 

女流画家、女流作家というように、画家や作家の前につけて使われるがよ女流

だけ単独で使われることはない。またこれに対する男流という言葉は見当たらな

い。女流には、女だてらに、男性の職業についたという意味が感じられる。若桑

みどりさんは「女流画家の系譜」をあえて、 「女性画家列伝」に改めて、刊行さ

れた。
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女の子おんなのこ ONNA NO KO 
文字どおり、子どもの女を表わす言葉ふ英語のgirlからbabygirlまでの年代

を含むが、職場で上司ばかりか同僚までが、大人の女性を、 「女の子」と呼ぶこ

とが問題になっている。この場合明らかに軽蔑語として使われている。女の子は

せいぜい高校生くらいまで。成人式を過ぎた女性や職場で働く一人前の女性を女

の子呼ばわりするのは不適切である。

T
E
L
0
3〈
3
5
4〉
3
9
4
1

あ
と
が
き

@
札
幌
は
今
一
番
さ
わ
や
か
な
季
節
。
泊
原
発
反
対
運
動

が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
何
と
か
知
事
の
反
対
表
明
に

こ
ぎ
つ
け
た
い
も
の
だ
。
こ
ん
な
運
動
に
は
手
渡
し
の
ミ

ニ
コ
ミ
が
大
き
な
役
割
を
に
な
う
。
編
集
し
な
が
ら
、
あ

ら
た
め
て
、
、
こ
一
コ
ミ
と
は
何
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

二
人
ぽ
っ
ち
の
編
集
は
と
も
す
れ
ば
、
一
休
み
の
時
だ

け
元
気
に
な
る
。
集
め
た
ミ
ニ
コ
ミ
に
読
み
ふ
け
っ
て
し

ま
っ
た
り
も
す
る
。

『
月
刊
あ
ご
ら
』
と
い
う
ミ
ニ
コ
ミ
が
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
女
た
ち
の
手
に
渡
っ
て
く
れ
る
よ
う
顕
い
つ
つ
、

何
と
か
か
ん
と
か
つ
く
り
ま
し
た
。
御
協
力
下
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
。
(
札
幌
・
細
谷
・
今
村
)

@
前
半
は
札
眠
、
早
々
と
ス
テ
キ
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
仕
上

げ
て
下
さ
っ
た
の
に
、
遅
く
な
っ
て
申
し
わ
け
な
い
こ
と

で
し
た
。
白
保
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ミ
ナ
イ
さ
ん
が
、
一

字
一
字
、
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
で
テ
l
プ
お
こ
し
。
そ
の

熱
意
と
責
任
感
に
打
た
れ
て
待
ち
ま
し
た
。
ぎ
?
つ
づ
め

の
事
務
局
の
ぺ
!
ジ
は
、
い
つ
も
、
お
金
、
お
金
優
先
の

悲
し
い
名
残
り
で
す
。
ス
ミ
マ
セ
ン
。
(
事
務
局
)

〔
お
知
ら
せ
〕
上
記
「
国
際
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
用
語
」
の
和

文
、
「
女
」
「
女
流
」
「
女
の
子
」
の
英
語
訳
文
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
ご
希
望
の
方
は
、
コ
ピ
l
代
と
し
て
三
百

円
分
の
切
手
、
ご
自
分
の
氏
名
・
住
所
を
明
記
し
、
六
十

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
事
務
局
ま

で
お
申
込
み
下
さ
い
。
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